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『鞍木鐙類聚』
写真①写真②

写真③写真④



（
大
沼
　
宜
規
）

お
お
ぬ
ま
　
　
よ
し
き

　
　
　
　
『
鞍
木
鐙
類
聚
』

　
武
士
に
と
っ
て
重
要
な
道
具
で
あ
っ
た
馬
具
は
、
し
ば
し
ば
江
戸
時
代
の
学
者
の
研
究
対
象
と
な
っ
た
。
伊
勢
貞
丈
、
屋
代
弘
賢
等
当
時

を
代
表
す
る
故
実
家
・
考
証
学
者
も
関
連
す
る
著
述
を
残
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
『
鞍
木
鐙
類
聚
』
は
、『
神
祇
宝
典
』
編
集
や
真
福

寺
本
『
和
名
類
聚
抄
』『
古
事
記
』
の
発
見
で
有
名
な
律
令
学
者
・
故
実
家
で
尾
張
藩
士
で
あ
っ
た
稲
葉
通
邦
（
一
七
四
四
〜
一
八
〇
一
）

が
編
集
し
た
と
さ
れ
る
鞍
や
鐙
の
図
集
で
あ
る
。

　
写
真
①
は
、
六
色
の
線
が
複
雑
に
描
か
れ
分
か
り
難
い
が
、
鞍
の
各
部
の
輪
郭
を
書
写
し
た
図
で
あ
る
。
紙
の
表
裏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
輪

と
後
輪
（
鞍
の
前
面
と
後
面
の
馬
の
背
を
は
さ
む
部
分
）
の
輪
郭
を
異
な
る
色
で
描
き
、
さ
ら
に
異
な
る
色
で
居
木
（
腰
を
お
ろ
す
部
分
）

の
輪
郭
も
描
い
て
い
る
。
写
真
②
「
深
海
鞍
」
は
一
目
で
鞍
と
判
る
だ
ろ
う
（「
海
」
は
前
輪
、
後
輪
の
一
部
分
）。
二
重
写
し
に
見
え
る

が
、
前
輪
と
後
輪
を
同
一
紙
上
に
摺
り
写
し
た
結
果
で
、
前
後
の
形
状
の
違
い
が
よ
く
分
か
る
。
各
部
分
の
寸
法
に
加
え
て
、
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
一
〇
月
二
六
日
と
調
査
日
も
記
さ
れ
る
。
写
真
③
の
「
海
有
之
鞍
」（
海
有
鞍
は
前
輪
と
後
輪
に
段
差
を
つ
け
た
鞍
）
は
、
装

飾
部
ま
で
巧
み
に
摺
り
写
さ
れ
美
し
い
。
傍
ら
の
注
記
は
添
付
資
料
の
書
写
で
あ
ろ
う
か
。
作
成
者
や
代
金
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
写
真
④

は
、
鐙
の
摺
型
で
あ
る
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
二
月
二
八
日
の
調
査
。「
形
ヨ
シ
」
な
ど
感
想
め
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
掲
出
資
料
は
、
こ
う
し
た
鞍
・
鐙
の
図
や
拓
本
に
、
所
蔵
者
、
寸
法
、
来
歴
、
調
査
日
等
関
連
す
る
情
報
を
記
し
た
資
料
四
〇
〇
枚
以
上

を
、「
大
坪
之
作
駿
河
守
之
流
」「
因
幡
守
之
流
」「
伊
勢
守
之
流
」「
上
野
介
之
流
」
と
い
っ
た
流
派
等
に
よ
り
二
〇
余
章
に
分
類
し
、
四
冊

に
綴
じ
た
も
の
で
あ
る
。
現
物
だ
け
で
は
な
く
、
鞍
の
「
木
形
」（
模
型
）
を
摺
り
写
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
編
者
に
つ
い
て
は
特
に
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
疑
鐙
而
不
見
舎
物
　
廿
二
」
章
中
に
稲
葉
喜
蔵
（
通
邦
の
通
称
）
名
と
「
通
邦
」

印
の
あ
る
文
書
の
裏
紙
を
利
用
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
応
の
裏
付
け
は
と
れ
る
が
、
写
真
④
の
よ
う
に
、
通
邦
没
後
の
文
化
年
間

の
調
査
も
含
ま
れ
る
。
追
補
し
た
の
は
古
流
故
実
伝
を
通
邦
か
ら
受
け
継
い
だ
実
子
通
故
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
の
考
証
等
と
あ
わ
せ
て
、
検

討
の
余
地
が
あ
る
。

　
写
真
の
な
い
時
代
、
拓
本
は
器
物
の
持
つ
微
妙
な
角
度
や
曲
線
を
記
録
す
る
の
に
有
効
な
技
術
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
刀
銘
や
鐘
銘
、
石
碑

の
記
録
は
も
と
よ
り
、『
過
眼
録
』〈
当
館
請
求
記
号
　
八
三
一
―
九
五
、
寄
別
三
―
八
―
二
―
二
〉
の
よ
う
に
茶
器
の
記
録
に
利
用
し
た
資

料
も
あ
る
。
馬
具
の
資
料
集
作
成
に
あ
た
り
、
寸
法
を
記
し
輪
郭
を
模
写
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
拓
本
に
よ
っ
て
細
部
ま
で
記
録
し
よ
う
と

し
た
掲
出
資
料
は
、
正
確
さ
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
希
求
し
た
江
戸
時
代
後
期
の
古
器
物
や
故
実
の
考
証
研
究
の
一
端
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　
三
二
×
四
五
㎝
。
大
正
四
年
四
月
二
〇
日
購
求
。（
当
館
請
求
記
号
　
八
三
一
―
二
六
）

く
ら

き
　あ
ぶ
み
る
い
じ
ゅ
う

し
ず
わ

す

う
み
あ
り

い

ぎ

ま
え
わ



は
じ
め
に

平
成
一
四
年
一
〇
月
に
関
西
館
が
開
館
し
て
三
年
が
経
過
し
た
。

増
大
し
続
け
る
図
書
館
資
料
の
大
規
模
な
収
蔵
施
設
と
し
て
、
ま
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
通
信
技
術
の
発
達
に
対
応

し
た
新
し
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拠
点
と
し
て
、
京
都
・
大
阪
・

奈
良
三
府
県
に
ま
た
が
る
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
内

(

京
都
府
相

楽
郡
精
華
町)

に
関
西
館
は
建
設
さ
れ
た
。
組
織
全
体
の
管
理
を
行

う
総
務
課
、
資
料
の
収
集
・
整
理
と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
資
料

部
、
図
書
館
協
力
お
よ
び
電
子
図
書
館
事
業
を
行
う
事
業
部
が
置
か

れ
、
約
一
三
〇
名
の
職
員
が
日
々
活
動
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ

の
三
年
間
で
蔵
書
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
事
業
と
も
大
き
く
進

展
し
た
関
西
館
の
現
在
の
姿
を
紹
介
し
た
い
。

１

関
西
館
所
蔵
資
料
の
概
要

納
本
資
料
を
中
核
と
し
た
包
括
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
東
京
本

館
と
異
な
り
、
関
西
館
の
所
蔵
資
料
は
、
日
常
の
調
べ
も
の
か
ら
学

術
的
な
調
査
研
究
ま
で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
関
西

館
職
員
が
吟
味
の
う
え
収
集
し
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
多
く
の
資

料
を
手
に
と
っ
て
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
閲
覧
室
の
資
料
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
書
庫
に
は
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
高

い
資
料
を
取
り
揃
え
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。(｢

４

ア
ジ
ア
情
報
サ
ー
ビ
ス｣

の
項
も
参
照
の
こ
と)
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開館三周年を迎えた関西館

図１ 関西館の外観 事務棟と利用者入口 (突出部)｡ 鋸歯状部の地下が閲覧室



①
図
書
は
、
研
究
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
学
術
書
、
解
説
や
参
考
デ
ー

タ
の
豊
富
な
基
本
書
・
専
門
書
、
辞
書
・
事
典
類
を
中
心
に
年
間
約

一
万
五
、○
○
○
冊
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
納
本
資
料
の
複
本
が

東
京
本
館
か
ら
継
続
的
に
移
送
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
中
央
省
庁
お

よ
び
地
方
自
治
体
の
官
庁
資
料
群
は
、
特
徴
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

形
成
し
て
い
る
。

②
和
雑
誌
は
、
当
館
の

｢

雑
誌
記
事
索
引｣

採
録
対
象
誌
を
中
核
と

し
、
中
で
も
商
業
ル
ー
ト
で
流
通
し
な
い
報
告
書
や
紀
要
類
等
の
収

集
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

③
新
聞
は
、
主
要
全
国
紙
縮
刷
版
の
ほ
か
、
主
要
地
方
紙
に
つ
い
て

も
全
都
道
府
県
の
戦
後
発
行
分
を
網
羅
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

④
科
学
技
術
資
料
の
中
で
も
論
文
単
位
で
の
流
通
が
主
体
で
、
遠
隔

利
用
の
需
要
が
高
い
洋
雑
誌
、
欧
文
会
議
録
、
海
外
テ
ク
ニ
カ
ル
リ

ポ
ー
ト
、
海
外
学
協
会
ペ
ー
パ
ー
、
海
外
特
許
資
料
、
海
外
学
位
論

文
、
内
外
規
格
資
料
等
は
、
関
西
館
が
所
蔵
を
受
け
持
ち
、
国
際
的

に
評
価
の
高
い
科
学
・
技
術
数
値
デ
ー
タ
集
ラ
ン
ド
ル
ト
・
ベ
ル
ン

シ
ュ
タ
イ
ン

(L
a
n

d
o
lt-B

ö
rn

stein
)

の
購
入
も
始
ま
っ
た
。

⑤
国
内
博
士
論
文
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報

告
書

(

科
研
費
報
告
書)

は
、
関
西
館
の
特
徴
的
な
蔵
書
で
あ
る
と

と
も
に
国
内
随
一
の
包
括
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。

⑥
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
は
、
現
在
、
東
京
本
館
同
様
、
海
外
の
雑
誌

約
一
万
六
、○
○
○
タ
イ
ト
ル
の
本
文
の
閲
覧
・
複
写
が
可
能
で
あ

る
。

２

館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス

館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
場
は
八
万
冊
の
参
考
図
書
・
基
本
図
書
、

三
五
○
の
閲
覧
席
を
擁
す
る
四
、五
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
の
閲
覧
室

で
あ
る

(

図
２)

。
総
合
閲
覧
室
と
ア
ジ
ア
情
報
室
で
構
成
さ
れ
、

総
合
案
内
、
貸
付
、
複
写
等
の
窓
口
が
置
か
れ
て
い
る
。

開
館
当
初
、
多
く
の
施
設
見
学
者
の
関
心
を
集
め
た
が
、
最
近
で

は
情
報
収
集
・
検
索
・
調
査
・
研
究
と
い
う
図
書
館
本
来
の
利
用
目

的
で
来
館
さ
れ
る
層
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

【
概
要
】

①
来
館
者
数

昨
年
度
の
来
館
者
数
は
、
約
七
万
人
で
あ
る
。
開
館
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図２ 閲覧室



以
来
の
総
来
館
者
数
は
、
二
四
万
人
を
突
破
し
た

(

九
月
末
現
在)

。

一
日
の
平
均
は
、
お
よ
そ
二
○
○
人
か
ら
三
五
○
人
の
間
を
推
移
し
、

土
曜
日
は
、
夏
季
特
有
の
増
加
要
因
を
差
し
引
い
て
も
五
○
〜
八
○

％
増
の
四
○
○
人
〜
五
○
○
人
台
で
、
閲
覧
室
は
ひ
と
き
わ
に
ぎ
わ

う
。

②
閲
覧
・
複
写

書
庫
資
料
は
、
年
間
九
万
冊
が
出
納
さ
れ
、
一
日

平
均
三
二
○
件
の
利
用
が
あ
る
。
複
写
件
数
は
、
平
成
一
六
年
度
に

は
五
万
七
、○
○
○
件
に
達
し
、
総
枚
数
は
五
四
万
枚
に
到
達
し
た
。

東
京
本
館
同
様
、
館
が
複
写
作
業
を
行
う
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、

利
用
者
自
ら
が
複
写
作
業
を
行
う
セ
ル
フ
複
写

(

館
は
著
作
権
法
に

抵
触
し
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う)
を
導
入
し
て
い
る
が
、
複
写
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
七
七
％
が
こ
の
方
式
を
利
用
し
て
い
る
。

③
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
利
用
支
援

端
末
を
利
用
し
た
情
報
検
索
や
資

料
請
求
の
方
法
を
案
内
す
る
要
員
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
総
合
案

内
で
は
、
個
々
の
利
用
者
の
所
蔵
調
査
等
の
問
い
合
わ
せ
に
き
め
細

か
く
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
紹
介
や
利
用
案
内
の
小
冊
子
等

も
作
成
、
配
布
し
て
利
用
者
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。

【
登
録
利
用
者
制
度
】

九
月
末
現
在
で
、
個
人
の
登
録
者
総
数
は
八
万
人
を
超
え(

東
西

計)

、
登
録
機
関
は
約
四
、七
○
○
機
関
で
あ
る
。
登
録
利
用
者
の
特

典
で
あ
る
東
京
本
館
所
蔵
資
料
の
関
西
館
へ
の
取
寄
せ
お
よ
び
Ｎ
Ｄ

Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
遠
隔
利
用
の
複
写
申
込
み

(

以
下

｢

遠
隔
複

写｣

と
い
う
。)

等
の
サ
ー
ビ
ス
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

【
利
用
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
】

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
内
の
研
究
機
関
の
情
報
担
当
者
等
懇
談

会
を
開
催
し
、
蔵
書
の
概
要
や
利
用
方
法
を
広
報
し
た
り
、
近
隣
機

関
の
情
報
検
索
研
修
を
支
援
し
た
り
と
、
関
西
館
蔵
書
の
利
用
促
進

を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

３

遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス

時
間
と
場
所
の
制
約
が
付
き
ま
と
う
館
内
利
用
の
限
界
を
超
え
て
、

日
本
全
国
の
み
な
ら
ず
世
界
の
ど
こ
か
ら
で
も
、
昼
夜
を
問
わ
ず
申

込
み
可
能
な
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
館
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て

い
る
が
、
こ
と
に
関
西
館
は
そ
の
窓
口
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
資

料
を
求
め
る
方
の
多
様
な
要
求
に
応
え
て
い
る
。

【
複
写
】

利
用
件
数
は
、
そ
れ
ま
で
年
間
八
万
件

(

単
位
は
論
文
数)

で
横

ば
い
状
態
で
推
移
し
て
き
た
も
の
が
、
平
成
一
四
年
一
〇
月
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
当
館
所
蔵
目
録
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(
h

ttp
:/

/

o
p
a
c.n

d
l.g

o
.jp

/
)

か
ら
の
図
書
館
等
を
経
由
す
る
申
込
み
受
付

開
始
を
契
機
に
、
平
成
一
六
年
度
に
は
約
二
六
万
件

(

東
西
計)

と
、

三
年
間
で
三
倍
に
達
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由
の
個
人
か
ら

の
申
込
み
は
、
間
を
置
い
て
平
成
一
五
年
一
月
か
ら
受
付
を
開
始
し

た
が
、
平
成
一
三
年
以
前
の
一
〇
倍
と
い
う
急
激
な
伸
び
を
見
せ
て
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い
る

(

図
３)

。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由

の
申
込
み
が
遠
隔
複
写
申
込

み
全
体
に
占
め
る
比
率
は

七
四
％
で
、
こ
の
利
用
方
式

の
浸
透
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
関
西
館
で
の
処
理

比
率
は
、
お
お
ま
か
に
分
け

て
二
種
類
あ
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
の
検
索
方
法
の
う
ち
、

書
誌
検
索
結
果
に
対
す
る
申

込
み
の
四
六
％
前
後
を
占
め
、

一
方
、
雑
誌
記
事
索
引
検
索

結
果
に
対
す
る
申
込
に
係
る
関
西
館
処
理
比
率
は
三
二
％
で
徐
々
に

増
加
し
て
お
り
、
引
き
続
き
採
録
対
象
誌
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

当
館
が
応
じ
た
遠
隔
複
写
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス
窓

口
で
あ
る
関
西
館
で
の
処
理
率
は
三
八
％
で
漸
増
し
て
い
る
が
、
遠

隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
強
化
し
、
関
西
館

で
の
処
理
率
を
高
め
て
い
き
た
い
。
今
後
は
、
遠
隔
複
写
の
利
用
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
、
常
日
頃
寄
せ
ら
れ
る
要
望

に
多
い
所
要
時
間
の
短
縮
を
実
現
す
る
等
、
ま
す
ま
す
高
く
な
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ゆ
く
。

【
図
書
館
間
貸
出
し
】

貸
出
し
件
数
は
、
一
万
三
、○
○
○
件

(

平
成
一
六
年
度
、
東
西

計)

で
、
前
年
度
比
四
％
増
で
あ
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由
の

申
込
み
比
率
は
六
○
％
で
あ
る
。

関
西
館
所
蔵
資
料
に
よ
る
処
理
比
率
は
、
蔵
書
数
の
東
西
比
を
反

映
し
て
一
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
次
第
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

各
図
書
館
か
ら
の
当
館
へ
の
貸
出
し
の
要
望
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
よ

り
も
む
し
ろ
入
手
困
難
な
資
料
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
資
料
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
既
存
蔵
書
を
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
活
か
す
た
め
、
貸

出
し
制
限
範
囲
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
一
四
年
に
は
科
研
費
報
告

書
等
の
貸
出
し
を
開
始
し
た
。

４

ア
ジ
ア
情
報
サ
ー
ビ
ス

ア
ジ
ア
情
報
室
は
東
京
本
館
に
あ
っ
た
ア
ジ
ア
資
料
室
の
機
能
お

よ
び
蔵
書
を
核
と
し
て
関
西
館
に
新
設
し
た
も
の
で
、
ア
ジ
ア
情
報

室
に
配
置
し
た
資
料
を
含
め
、
ア
ジ
ア
言
語
資
料
の
み
な
ら
ず
ア
ジ

ア
関
係
和
文
・
欧
文
資
料
を
幅
広
く
収
集
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の

サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
て
お
り
、
約
三
万
冊
の
図
書
と
約
八
○
○
タ
イ
ト

ル
の
雑
誌
を
資
料
室
に
並
べ
て
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

【
特
色
あ
る
資
料
群
】

上
海
新
華
書
店
旧
蔵
書

一
九
三
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
め
ま

で
の
書
店
見
本
用
書
籍
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
上
海
を
中
心
と
す
る
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図３ 平成13年度～16年度の利用者別
遠隔複写申込数の推移
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地
域
の
代
表
的
出
版
物
を
多
く
含
み
、
内
容
は
マ
ル
ク
ス
・
毛
沢
東

著
作
集
、
翻
訳
を
含
む
文
芸
書
、
啓
蒙
書
、
実
用
書
、
古
典
な
ど
、

ほ
ぼ
全
分
野
に
わ
た
る
。
九
月
現
在
、
約
一
四
万
冊
の
書
誌
情
報
が

入
力
済
み
で
あ
り
、
今
年
度
内
に
整
理
を
完
了
す
る
。

現
地
発
行
新
聞

ア
ジ
ア
情
報
室
が
収
集
対
象
と
す
る
約
六
〇
の

国
と
地
域
の
う
ち
三
四
の
国
と
地
域
に
つ
い
て
英
字
紙
を
含
め
継
続

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
充
実
し
て
い
る
の
が
中
国
と
韓
国
で
、

最
近
号
に
つ
い
て
は
主
要
な
全
国
紙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
方
紙

レ
ベ
ル
ま
で
ア
ジ
ア
情
報
室
で
自
由
に
手
に
と
っ
て
閲
覧
で
き
る
。

【
ア
ジ
ア
言
語
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
】

平
成
一
四
年
度
か
ら
中
国
語
・
朝
鮮
語
資
料
の
書
誌
情
報
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
提
供
を
開
始
し
た
が
、
現
在
で
は
ベ
ト
ナ
ム
語
、

モ
ン
ゴ
ル
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
マ
レ
ー
シ
ア
語
図
書
の
書
誌
情

報
を
加
え
、
提
供
言
語
数
は
六
言
語
と
な
っ
た
。
来
年
度
は
ア
ラ
ビ

ア
語
お
よ
び
ペ
ル
シ
ャ
語
図
書
の
書
誌
情
報
を
搭
載
し
、
今
後
順
次

搭
載
言
語
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

前
述
の
上
海
新
華
書
店
旧
蔵
書
の
整
理
が
進
捗
し
た
こ
と
も
あ
り
、

書
誌
情
報
件
数
の
増
加
は
目
覚
ま
し
く
、
こ
こ
一
年
で
約
二
倍
に
な

り
、
約
一
八
万
五
、○
○
○
件
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
件
数
も
提
供
初

年
度
に
比
べ
約
三
倍
に
伸
び
、
一
月
あ
た
り
約
一
万
八
、○
○
○
件

で
あ
る
。

(h
ttp

:/
/
a
sia

o
p
a
c.n

d
l.g

o
.jp

/
)

【
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
】

国
内
の
ア
ジ
ア
情
報
・
資
料
を
扱
う
機
関
の
情
報
交
換
・
交
流
の

場
と
し
て
、
ア
ジ
ア
情
報
関
係
機
関
懇
談
会
を
平
成
一
三
年
度
か
ら

毎
年
一
回
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
交
流
が
平
成
一
六
年
三
月
に

｢

ア

ジ
ア
情
報
機
関
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー｣

と
い
う
形
で
実
を
結
ん
だ
。
こ

れ
は
国
内
の
ア
ジ
ア
言
語
資
料
の
所
蔵
機
関
に
つ
い
て
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
、
所
蔵
資
料
、
検
索
手
段
な
ど
基
本
的
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
調

査
し
た
も
の
で
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
開
し
て
い
る
。

(
h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.g

o.jp
/
jp

/
service/

k
an

sai/
asia/

d
irectory

/
)

ま
た
、
国
内
の
図
書
館
の
ア
ジ
ア
情
報
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ア
ジ
ア
情
報
研
修
を
毎
年
行
っ
て
い

る
。

５

図
書
館
協
力

関
西
館
で
の
図
書
館
協
力
は
、
公
共
・
大
学
・
専
門
図
書
館
の
図

書
館
員
の
活
動
へ
の
協
力
支
援
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
東
京
本

館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
と
分
担
・
連
携
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

事
業
内
容
は
総
合
目
録
、
研
修
交
流
、
調
査
研
究
と
そ
の
成
果
提
供
、

障
害
者
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
協
力
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

【
国
立
国
会
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

公
共
図
書
館
を
中
心
と
す
る
総
合
目
録

(

個
々
の
資
料
に
つ
い
て
、
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そ
れ
を
所
蔵
す
る
館
を
一
覧
で
き
る
目
録)

の
作
成
提
供
は
、
実
証

実
験
の
後
、
平
成
一
〇
年
度
か
ら
図
書
館
協
力
事
業
の
一
環
と
し
て

の
位
置
付
け
で
開
始
さ
れ
、
県
域
を
越
え
た
全
国
規
模
の
所
蔵
調
査
・

相
互
貸
借
を
支
え
る
機
能
は
そ
の
重
要
性
を
ま
す
ま
す
高
め
、
参
加

館
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。

九
月
末
に
お
け
る
参
加
館
は
全
九
八
七
館
、
う
ち
五
一
館
が
デ
ー

タ
提
供
館
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
の
運
営
に
資
す
る
た
め
に
参
加
館

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
相
互
貸
借
の
状
況
調
査
等
を
実
施
し
た
り
、
参
加
館

を
対
象
と
し
た
研
修
を
開
催
す
る
な
ど
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
提
供
に
と

ど
ま
ら
な
い
図
書
館
支
援
事
業
と
し
て
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
平
成
一
六
年
一
二
月
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
機
能
の
一

般
公
開
を
実
施
し
、
当
館
を
含
む
デ
ー
タ
提
供
館
が
所
蔵
す
る
約

三
、○
○
○
万
件
の
和
図
書
の
所
在
情
報
が
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
利
用
者
自
身
が
直
接
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(h
ttp

:/
/
u

n
ica

n
et.n

d
l.g

o
.jp

/
)

【｢

点
字
図
書
・
録
音
図
書
全
国
総
合
目
録｣

】

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
上
に
搭
載
さ
れ
た

こ
の
総
合
目
録
に
よ
り
、
約
三
○
万
件
の
書
誌
デ
ー
タ
を
検
索
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
さ
ら
に
当
館
作
成
の
学
術
文
献
録
音
図
書
の
貸
出

し
申
込
み

(

登
録
制)

も
で
き
る
。
録
音
図
書
に
つ
い
て
は
、
国
際

標
準
で
あ
る
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

(

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ)

仕
様
に
よ
る
録
音
図

書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
お
り
、
既
存
録
音
図
書
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

化
と
並
行
し
て
、
新
規
録
音
図
書
の
作
成
も
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
仕
様
に
よ

る
も
の
と
し
、
本
年
度
か
ら
関
西
館
に
お
い
て
の
新
体
制
に
よ
り
迅

速
に
実
施
す
る
。

【
研
修
交
流
事
業
】

昨
今
、
図
書
館
と
図
書
館
員
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
激
変
の
中

に
あ
り
、
状
況
の
変
化
を
正
し
く
俯
瞰
で
き
る
視
点
と
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
資
料
の
保
存
知
識
か
ら
最
新
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
技
術
ま
で
の

具
体
的
知
識
・
技
術
を
備
え
た
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
一
七
年
度
に
は

｢

資
料
電
子
化
研
修｣

｢

資
料
保
存
研
修｣

等
の
テ
ー
マ
別
研
修
、｢

科
学
技
術
資
料
研
修｣

等
の
専
門
資
料
研

修
、
図
書
館
員
を
対
象
と
す
る
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
ガ
イ
ダ
ン

ス
、｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
修｣

等
の
当
館
事
業

の
一
環
と
し
て
の
研
修
等
、
国
内
外
対
象
に
合
計
一
二
件
の
研
修
を
、

図
書
館
員
の
資
質
向
上
と
知
識
・
技
術
習
得
の
た
め
に
実
施
し
て
い

る
。ま

た
、
関
西
館
開
館
後
に
新
た
に
取
り
組
ん
だ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
遠
隔
研
修
事
業
に
つ
い
て
、
資
料
保
存
を
テ
ー
マ
と

し
た
教
材
を
開
発
中
で
あ
り
、
本
年
度
内
の
利
用
開
始
を
目
指
し
て

い
る
。

【
図
書
館
・
図
書
館
情
報
学
に
関
す
る
情
報
発
信
と
調
査
研
究
】

図
書
館
お
よ
び
図
書
館
情
報
学
分
野
に
関
す
る
情
報
発
信
の
た
め

情
報
誌

『

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス』

(

季
刊)

と
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン

『
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ネ
ス
‐
Ｅ』

(

月
二
回
配
信)

を
発
行
し
て

い
る
。
特
に

『

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
‐
Ｅ』

の
配
信
希
望

は

増
加
の
一
途
を
辿
り
、
九
月
末
現
在
約
四
、○
○
○
ア
ド
レ
ス
に
向
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け
配
信
を
行
っ
て
い
る
。

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
lib

ra
ry

/
ca

e/
)

ま
た
当
館
で
実
施
し
た
各
種
の
調
査
研
究
を
公
開
す
る
た
め
、
従

来
の

『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ』

に
加
え
て
、
関
西
館
開
館
後
に
新

た
に

『

図
書
館
調
査
研
究
リ
ポ
ー
ト』

の
刊
行
を
開
始
し
た

(

不
定

期
刊)

。

当
館
で
は
こ
う
し
た
成
果
を
図
書
館
界
で
よ
り
広
く
共
有
す
る
た

め
に
、
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
て
き
た
。
今
後
は
こ

れ
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
図
書
館
情
報
学
分
野
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
最
新
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
技
術
を
活
用
し
て
カ
レ
ン
ト
な
情
報
を
迅
速
に
提
供
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
lib

ra
ry

/
lib

_resea
rch

.h
tm

l)

【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
】

平
成
一
七
年
度
か
ら
、
各
図
書
館
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
蓄

積
・
共
有
し
て
そ
の
活
用
を
図
る

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
事
業｣

が
実
験
段
階
か
ら
本
格
実
施
に
移
行
し
、
本
年
九
月
の
追

加
募
集
に
よ
っ
て
、
全
都
道
府
県
立
と
政
令
指
定
都
市
立
の
図
書
館

(

中
央
館)

が
加
入
を
果
た
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
公
共
図
書
館

(

二
六
六
館)

以
外
に
も
大
学
図
書
館

(

九
三
館)

や
専
門
図
書
館

(

二
六
館)

等
の
各
館
種
が
参
加
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
集

積
デ
ー
タ
は
ま
だ
一
万
七
、○
○
○
件
程
度
だ
が
、
現
在
作
成
・
公

開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
準
備
中
で
あ
り
、
参
加
館
の
拡
大
に

伴
い
さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

６

電
子
図
書
館

館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
、
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
続
く
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、
入
力
さ
れ
た
資
料
そ
の
も

の
を
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
で
ど
こ
か
ら
で
も
閲
覧
で
き
る
と
い
う

そ
の
利
便
性
が
特
徴
で
あ
る
が
、
関
西
館
の
開
館
以
来
、
そ
の
拡
充

と
確
立
を
押
し
進
め
て
い
る
。

【
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
】

著
作
権
処
理
を
行
っ
た
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で

｢

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も｣

閲
覧
で
き
る

｢

近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

(

図
４)

は
着
々
と
デ
ー
タ
を
増
加
さ
せ
て
い

る
。
現
在
で
は
明
治
期

刊
行
図
書
総
計
約
五
万

九
、
九
〇
〇
冊
を
収
録

済
み
で
、
今
年
度
内
に

は
、
著
作
者
の
没
年
が

不
明
あ
る
い
は
著
作
権

者
の
連
絡
先
が
不
明
で

あ
る
た
め
著
作
権
処
理

が
行
え
な
か
っ
た
資
料

に
つ
い
て
、
文
化
庁
長

官
裁
定
を
得
て
公
開
に

着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

明
治
期
刊
行
図
書
の
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収
録
完
了
後
は
大
正
期
刊
行
図
書
の
著
作
権
調
査
を
開
始
す
る
。
本

年
九
月
の
月
間
ア
ク
セ
ス
件
数
は
二
八
万
件
に
迫
っ
て
い
る
。

(h
ttp

:/
/
k

in
d
a
i.n

d
l.g

o
.jp

/
)

【
電
子
展
示
会
】

関
西
館
開
館
以
来
各
種
の
電
子
展
示
会
を
公
開
し
て
お
り
、
平
成

一
六
年
に
は

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣(

改
訂
版)

｢

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ

ラ
展｣

｢

近
代
日
本
人
の
肖
像｣

(

図
５)

を
公
開
し
た
。
と
く
に

｢

近
代
日
本
人
の
肖
像｣
は
、
全
国
の
出
版
社
・
新
聞
社
・
郷
土
史

編
さ
ん
関
係
者
・
内

外
研
究
者
等
か
ら
転

載
許
可
申
請
が
寄
せ

ら
れ
、
肖
像
画
像
デ
ー

タ
の
公
的
提
供
サ
イ

ト
と
し
て
の
機
能
を

果
た
す
こ
と
と
な
っ

た
。こ

れ
ら
以
外
に
も
、

館
内
で
の
展
示
会
と

の
共
同
企
画

｢

描
か

れ
た
動
物
・
植
物
―

江
戸
時
代
の
博
物
誌
―｣

を
現
在
公
開
中
で
あ

る
。
他
に
も

｢

史
料

で
見
る
日
本
の
近
代

(

仮
題)｣

な
ど
多
数
の
企
画
が
公
開
準
備
作
業
中
で
あ
る
。

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
)

【
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
、
Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
各
種
情
報
サ
イ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
を
契
約
に

よ
り
収
集
・
保
存
・
提
供
し
て
い
る
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ

(W
eb

A
R

ch
iv

in
g

P
ro

ject

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
源
選
択
的
蓄
積
実
験
事
業)

の
収
録

件
数
は
九
月
末
現
在
約
三
、○
○
○
タ
イ
ト
ル
で
、
本
年
九
月
の
月

間
ア
ク
セ
ス
件
数
は
約
三
、五
○
○
件
で
あ
っ
た
。

(h
ttp

:/
/
w

a
rp

.n
d
l.g

o
.jp

/
)

ま
た
、
日
本
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
入
り
口
ま
で
案
内
す
る
Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ

(

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス)

も
、
九
月
末
現
在
約
九
、○
○
○
件
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
紹
介
し
て
お
り
、
本
年
九
月
の
月
間
ア
ク
セ
ス
件
数
は
約
五
○
○

件
で
あ
っ
た
。

(h
ttp

:/
/
d
n

a
v
i.n

d
l.g

o
.jp

/
)

【
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
】

日
々
発
信
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
情
報
は
、
ネ
ッ

ト
上
に
お
い
て
は
突
然
に
消
失
し
て
ア
ク
セ
ス
不
能
と
な
る
危
険
を

抱
え
、
収
集
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
保
存
方
法
と
再
生
手
段
が
永

続
的
で
安
定
し
た
閲
覧
を
保
証
す
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
不
安
定

性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
当
館
で
は
、
日
本
に
お
け
る
情
報
資
源
・
情
報
財
産
の
相

当
部
分
を
収
集･

保
存
し
、
将
来
に
渡
っ
て
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
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す
る
た
め
、
技
術
面
で
は
三
か
年
の
調
査
研
究
を
実
施
し
、
制
度
面

で
は
法
制
度
化
の
準
備
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
受
け
て
平

成
一
七
年
度
か
ら
、
前
述
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｐ
な
ど
を
も
取
り
込
ん
だ
包
括
的
新
シ
ス
テ
ム

｢

デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム｣

の
開
発
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.d
a
p
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d
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o
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/
h

o
m

e/
)

７

国
際
交
流

関
西
館
に
お
い
て
は
国
際
交
流
に
も
力
を
注
い
で
お
り
、
海
外
か

ら
専
門
家
を
招
へ
い
し
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

ア
ジ
ア
へ
の
知

的
探
求
と
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
新
展
開｣

(

平
成
一
五
年
一
一
月)

や
国
際
セ
ミ
ナ
ー｢

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
・

サ
ー
ビ
ス

ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略｣

(

平
成
一
六
年
一
二
月)

を
開
催

し
た
。

海
外
か
ら
の
来
賓
の
接
遇
や
、
海
外
を
も
対
象
と
す
る
遠
隔
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
頻
繁
に
発
生
す
る
通
信
事
務
に
資
す
る
た
め
、
職
員

語
学
研
修
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
今
年
度
は
海
外
の
遠
隔
利
用
サ
ー

ビ
ス
実
施
機
関
に
職
員
を
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
地
域
に
つ
い
て
は
、
国
際
会
議
へ
の
出
席
や
語
学
留
学
の

ほ
か
、
毎
年
地
域
を
選
定
し
て
出
版
事
情
お
よ
び
図
書
館
等
関
係
機

関
の
調
査
の
た
め
に
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
、
国
立
国
会
図
書
館
と

業
務
交
流
を
行
っ
て
い
る
中
国
国
家
図
書
館
お
よ
び
韓
国
国
立
中
央

図
書
館
と
は
業
務
交
流
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
事
業
の
ほ
か
に
、
開
館
直
後
に
二
度
に

わ
た
っ
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
平
成
一
五
年
度
に
は
特

別
展

｢

東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
と
生
活｣

を
、
現
在
は
前
述
の
と
お
り

特
別
展
示

｢

描
か
れ
た
動
物
・
植
物
―
江
戸
時
代
の
博
物
誌
―｣

を

東
京
本
館
で
の
公
開
に
引
き
続
き
開
催
中
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
当
館
の
事
業
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
京
都
府
府
民
労
働
部
文
化
芸
術
室
、
大
阪
府
企
画
調
整

部
企
画
室
、
奈
良
県
企
画
部
学
研
協
力
課
、(

財)

関
西
文
化
学
術
研

究
都
市
推
進
機
構
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
広
報
に
つ
と
め
て
い
る
。
ま
た
関
西
館

(

仮
称)

準
備
室
お
よ

び
そ
の
前
身
で
あ
る
旧
・
企
画
課
時
代
か
ら
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、

京
都
府
立
図
書
館
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
、
奈
良
県
立
図
書
館

(

現
・
奈
良
県
立
図
書
情
報
館)

等
の
関
西
圏
の
機
関
と
も
人
事
交

流
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
関
西
館
の
人
的
財
産
と
な
っ

て
い
る
。

来
春
に
は
近
畿
日
本
鉄
道
け
い
は
ん
な
線
が
開
業
す
る
な
ど
周
辺

整
備
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、
昨
年
度
か
ら

｢

け
い
は
ん
な
学
研
都
市

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ｣

期
間
中
に
日
曜
日
の
関
西
館
見
学
デ
ー
を
実

施
し
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
内
の
大

学
、
研
究
機
関
、
企
業
の
研
究
会
で
あ
る
サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
に

も
参
加
す
る
な
ど
、
地
元
へ
の
存
在
ア
ピ
ー
ル
を
重
ね
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
よ
り
身
近
で
特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
図
書
館
を

目
指
し
て
ゆ
き
た
い
。

(

関
西
館
総
務
課
、
資
料
部
、
事
業
部)
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｢
東
京
本
館
っ
て
、
何
で
も
あ
る
ん
で
す
ね
え｣

関
西
館
近
隣
の
研
究
機
関
を
訪
問
し
て
い
る
間
に

知
り
合
い
に
な
っ
た
あ
る
方
の
感
想
だ
。
そ
れ
以
来
、

よ
く
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
関
西
館
が
あ
る

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
拠
点
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー

研
究
者
だ
。

土
曜
日
は
関
西
館
で
ゆ
っ
た
り
関
連
分
野
の
研
究

を
し
た
り
、
友
人
と
語
り
あ
う
と
い
う
。
こ
の
日
も
、

市
場
調
査
の
た
め
終
日
滞
在
し
て
い

た
。
東
京
本
館
か
ら
の
取
寄
せ
や
複

写
も
利
用
す
る
。
冒
頭
の
発
言
は
そ

の
際
の
感
想
だ
っ
た
。

東
京
本
館
は
納
本
制
度
の
お
か
げ

で
何
で
も
あ
る
が
、
関
西
館
の
国
内

資
料
は
か
な
り
の
部
分
を
職
員
が
選

ん
で
買
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
、
ど
こ
か
不
思
議
そ
う
な
表
情
で

理
解
し
て
く
れ
る
。
関
西
館
に
は
、

二
部
以
上
納
本
さ
れ
た
も
の
だ
け
複
本
が
来
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
図
書
館
の
体
を
な
さ
な
い
。
関
西
館

は
単
に
東
京
本
館
の
倉
庫
で
は
な
い
。
生
き
た
図
書

館
だ
。
国
内
資
料
の
、
蔵
書
構
築
の
た
め
の
選
書
と

い
う
の
は
、
大
学
や
公
共
図
書
館
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
で
も
、
国
立
国
会
図
書
館
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど

初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。
目
的
や
規
模
が
違
う
か
ら

ノ
ウ
ハ
ウ
を
ゼ
ロ
か
ら
蓄
積
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

醍
醐
味
の
あ
る
仕
事
だ
が
そ
れ
を
実
感
す
る
の
は
東

京
本
館
の
職
員
も
案
外
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

｢

ご
専
門
で
は
関
西
館
に
あ
る
洋
雑
誌
や
科
学
技

術
資
料
が
お
役
に
立
ち
ま
す
で
し
ょ
？｣

と
私
が
言

う
と
、

｢

自
分
の
専
門
は
図
書
館
に
は
頼
ら
な
い
ね
え｣

と
言
わ
れ
シ
ョ
ボ
ン
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

こ
こ
し
ば
ら
く
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
が
、
先
日
ひ
ょ
っ

こ
り
現
れ
た
。
プ
レ
ゼ
ン
の
た
め
、
外
国
を
ま
わ
っ

て
い
た
と
い
う
。

｢

久
し
ぶ
り
に
来
た
け
ど
、
調
べ
た

い
も
の
が
結
構
あ
る
よ
う
に
な
っ
た

ね
。
な
か
な
か
厚
み
が
出
て
き
た
よ｣

｢

先
日
、
ア
ジ
ア
の
会
社
か
ら
オ

フ
ァ
ー
が
あ
っ
て
ね
。
そ
の
会
社
や

市
場
を
調
べ
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん

だ
。
こ
こ
の
ア
ジ
ア
情
報
室
、
重
宝

さ
せ
て
も
ら
っ
た
よ｣

そ
れ
で
も
二
年
前
よ
り
現
在
の
方

が
、
東
京
本
館
の
蔵
書
の
厚
み
は
関
西
館
の
利
用
者

に
も
大
き
く
実
感
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る
。
関
西

館
自
体
が
豊
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
利
用
者
の
期

待
と
要
求
は
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

関
西
館
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
国
立
国
会
図

書
館
が
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
、
役
に
立
つ
図
書
館
と
し

て
現
れ
始
め
た
と
映
る
。

(

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課

ソ
ウ
イ
ウ
図
書
館
ニ
私
ハ
ナ
リ
タ
イ)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

一
四
〇
回

明
治
の
息
吹

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

平
成
一
七
年
一
一
月
一
七
日

(

木)

か
ら

平
成
一
八
年

一
月
一
七
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
三
五
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設
展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.

g
o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t/

in
d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本

を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。



各施設の休館期間

東京本館・関西館・国際子ども図書館

平成17年12月28日(水) ～ 平成18年１月４日(水)

上記の期間､ 来館による閲覧・複写サービスを

休止させていただきます｡

上記の期間中も当館ホームページを通じたインターネット経由の

資料検索や複写申込み等は休止いたしませんが､ 12月28日以降に

受理した申込みの処理は､ １月５日以降となります｡

来館による後日複写で平成17年中の最終開館日までに受取りをご希望の場合は､

下の表に示した日までにお申し込みください｡ 複写の種類と申込みの場所によって日

が異なりますので､ ご注意ください｡

*印は受取り方法が郵送のみで､ 期日までの受付分が年内の発送となります｡
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複写の種類 東京本館 関 西 館
国際子ども
図書館

電子式複写 12/22(木) 12/22(木) 12/17(土)

マイクロフィッシュからの引伸印画 12/22(木) 12/22(木) 12/17(土)

マイクロフィルムからの引伸印画 12/22(木) 12/22(木) 12/17(土)

フィルムからフィルムへのプリント 12/22(木) 12/19(月)* 12/17(土)

フィッシュからフィッシュへのプリント 12/22(木) 12/19(月)* 12/17(土)

撮影によるネガフィルムの作製 12/22(木) 12/19(月)* 12/17(土)

撮影からの引伸印画 12/17(土) 12/15(木)* 12/15(木)

撮影からのポジフィルム作製 12/17(土) 12/15(木)* 12/15(木)

お 知 ら せ 年末年始のサービス休止について



読
書
の
楽
し
み
を
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

国
際
子
ど
も
図
書
館

バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
展
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
本
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
社
団

法
人
日
本
国
際
児
童
図
書
評
議
会

(

松
居
直
会
長
・
以
下
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

と
い
う)

と
の
共
催
に
よ
り
、｢
読
書
の
楽
し
み
を
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に｣

と
題
す
る
催
物
を
開
催
し
た
。

こ
の
催
物
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
の
普
及
を

願
っ
て
―
図
書
館
と
出
版
の
協
働
―｣

お
よ
び

｢

世
界
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
絵
本
展｣

と

｢

日
本
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
の
歩
み｣

の
二
つ

の
展
示
会
で
構
成
し
た
。

現
在
、
日
本
に
お
い
て
は
、
毎
年
五
、〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
近
く
の

児
童
書
が
出
版
さ
れ
、
図
書
館
等
で
は
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
を

豊
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
多
く
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
に
困
難
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
は
、
図
書
館
や
書
店
に
行
っ
て
も
、｢

自
分
の
読
む
本｣

を
見
つ

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
の
認
知
度
を
高
め
、

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
読
書
の
楽
し
み
に
巡
り
あ
う
た
め
の
課
題

と
解
決
の
方
法
に
つ
い
て
図
書
館
と
出
版
の
協
働
の
な
か
で
考
え
る

た
め
、
当
館
で
は
こ
の
催
物
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
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シンポジウム ｢バリアフリー図書の普及を願って―図書館と出版の協働―｣

平成17年７月20日 国際子ども図書館３階ホール

○第一部 基調講演 ｢やさしく読める図書の出版―スウェーデンの経験から｣

講師 ブロール・トロンバッケ (Bror Tronbacke) 氏

(スウェーデンやさしく読める図書センター所長・元国際図書館連盟障

害者サービス分科会常任委員)

○第二部 討論

コーディネーター 攪
かく

上
あげ

久子氏 (JBBY世界のバリアフリー絵本展実行委員長)

【報告】

｢日本の障害のある子どもたちへの図書館サービスの歴史と展望｣

山内薫氏 (東京都墨田区立緑図書館・日本図書館協会障害者サービス委員会)

｢大阪府立中央図書館の取組み―図書館とわんぱく文庫のいい関係｣

脇谷邦子氏 (大阪府立中央図書館)

｢バリアフリー図書の出版を手がけた経験から｣

鴻池守氏 (編集者)

｢障がいのある子どものための本作りと普及｣

高倉嗣昌氏 (ふきのとう文庫理事長・北海学園大学教授)

(お話・読み聞かせ)



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
の
普
及
を
願
っ
て

―
図
書
館
と
出
版
の
協
働
―｣

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
七
月
二
〇
日
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
国
際

子
ど
も
図
書
館
三
階
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
図
書
館
、

出
版
、
養
護
学
校
な
ど
の
関
係
者
一
〇
三
名
が
参
加
し
た
。

構
成
は
一
二
ペ
ー
ジ
表
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
部

村
山
�
雄
国
際
子
ど
も
図
書
館
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
や
さ
し
く
読
め
る
図
書
セ
ン
タ
ー
所
長
ブ
ロ
ー
ル
・
ト
ロ
ン
バ
ッ

ケ
氏

(

写
真)

の

｢

や
さ
し
く
読
め
る
図
書
の
出
版
―
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
経
験
か
ら｣

と
題
す
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。(

注
１)

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
に
は
情
報
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
権
利
が
あ
り
、｢

や
さ
し
く
読
め
る｣

こ
と
は
民
主

主
義
的
な
観
点
か
ら
、
ま
た
読
む
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
社
会
参
加

す
る
と
い
う
点
か
ら
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
必
要
と
し
て
い

る
人
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
知
的

障
害
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア

(

難
読
症
と
も

い
わ
れ
る
学
習
障
害
の
一
種)

、
学
習
障
害

を
伴
う
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
自
閉
症
、

先
天
性
聴
覚
障
害
者
、
認
知
障
害
者
等
の

障
害
者
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
移
民
し
て

間
も
な
い
人
、
教
育
を
充
分
に
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
、
学
校
へ
行
っ
て
い
る
子
ど

も
も
含
め
た
語
学
力
や
読
解
力
の
乏
し
い
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
テ

キ
ス
ト
を
作
る
に
は
、
具
体
的
に
書
く
こ
と
や
、
絵
や
写
真
を
多
用

す
る
こ
と
、
絵
文
字
を
併
用
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
る
。｢

や

さ
し
く
読
め
る｣

水
準
に
は
三
つ
の
レ
ベ
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

｢

図
書｣

に
限
ら
ず
全
て
の
種
類
の
媒
体
に
も

｢

や
さ
し
く
読
め
る｣

こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
近
年
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
図
書

(

注
２)

が
一
般
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン(

注
３)

に
触
れ
た
後
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る

｢

や
さ
し
く
読
め
る
図
書
セ
ン
タ
ー｣

の

活
動
に
つ
い
て
述
べ
、『

リ
ー
サ
の
た
の
し
い
一
日』

等
の
図
書
や
、

『

八
ペ
ー
ジ』

と
い
う
や
さ
し
く
読
め
る
新
聞
な
ど
実
際
の
資
料
を

示
し
な
が
ら
説
明
を
し
た
。

講
演
終
了
後
、
山
内
薫
氏

(

東
京
都
墨
田
区
立
緑
図
書
館
・
日
本
図

書
館
協
会
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
委
員
会)

の
操
作
・
説
明
に
よ
り
、
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
図
書

『

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
が
で
き
た
よ』

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

第
二
部

攪か
く

上あ
げ

久
子
氏

(

Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
展
実
行
委
員
長)

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
日
本
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
に
関

す
る
四
つ
の
報
告
の
後
、
ト
ロ
ン
バ
ッ
ケ
氏
を
交
え
た
質
疑･

討
論

が
行
わ
れ
た
。

山
内
薫
氏
は
、
日
本
の
図
書
館
に
お
け
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
か
ら

｢
さ
わ
る
絵
本｣

等
を
作
製
す
る
民
間
の
先
駆
的
な
グ
ル
ー

プ
の
誕
生
と
公
立
図
書
館
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
の
歴
史
を
紹
介
し
、
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障
害
児
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
現
在
の
課

題
は
、
知
的
障
害
児
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
こ
と
、
文
部
科
学
省
の

｢

今

後
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て

(

最
終
報
告)

｣
(

二
〇
〇
三
年
三
月

二
八
日
答
申)

に
見
ら
れ
る
従
来
の

｢

特
殊
教
育｣

か
ら
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な

教
育
的
支
援
を
行
う

｢

特
別
支
援
教
育｣

へ
の
転
換
に
即
し
、
図
書
館
も
一
人
一

人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
よ
り
き
め
細

か
い
サ
ー
ビ
ス
が
今
後
必
要
で
あ
る
こ

と
を
話
し
た
。

脇
谷
邦
子
氏

(

大
阪
府
立
中
央
図
書
館)

は
、
視
覚
障
害
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
わ
ん
ぱ
く
文
庫
を
図
書
館
で
受
入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
て
一
人
一
人
の
心
に
そ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
図
書
館
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
出
版
が

｢

協
働｣

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

鴻
池
守
氏

(

編
集
者)

は
、｢

読
書
の
楽
し
み
を
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に｣

と
い
っ
て
も
本
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
喜
び
も
享
受
で
き

な
い
。
現
在
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
は
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
に
よ
る
も
の
で
、
出
版
を
阻
ん
で
い
る
原
因
に
は
、
コ
ス
ト
の
問

題
が
あ
り
、
本
を
作
る
人
が
障
害
の
あ
る
人
と
の
接
触
が
な
い
故
の

意
識
の
問
題
が
あ
る
。
出
版
社
の
共
同
出
資
に
よ
る
研
究
開
発
機
関

を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
述
べ
た
。

高
倉
嗣
昌
氏

(

ふ
き
の
と
う
文
庫
理
事
長)

は
、
小
林
静
江
氏
が
北

海
道
で
発
足
さ
せ
、｢

布
の
絵
本｣

や
拡
大
写
本
作
り
、
材
料
セ
ッ

ト
の
販
売
な
ど
普
及
に
努
め
て
き
た

｢

ふ
き
の
と
う
文
庫｣

の
活
動

を
紹
介
し
た
。
趣
旨
が
理
解
さ
れ
て
普
及
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
、
著
作
権
と
の
関
わ
り
な
ど
、
普
及

に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。

報
告
後
の
質
疑
、
討
論
で
は
、
や
さ
し
く
読
め
る
図
書
セ
ン
タ
ー

の
設
立
経
緯
と
運
営
費
用
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
に
つ
い
て
、

印
刷
物
と
電
子
媒
体
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
出
版
不
振
の
理
由
、
知

的
障
害
児
に
対
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
が
出
て
く
る
本
を
読
む
こ
と
の

是
非
に
つ
い
て
等
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
ト
ロ
ン
バ
ッ
ケ
氏
か
ら
は
、

日
本
の
点
字
や

｢

さ
わ
る
絵
本｣

｢

布
の
絵
本｣

等
を
届
け
る
サ
ー

ビ
ス
に
は
感
銘
を
受
け
た
こ
と
、
も
っ
と
研
究
を
進
展
さ
せ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
含
め
情
報
交
換
を
行
っ
て
欲
し
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

基
調
講
演
、
討
論
を
通
し
て
、
遂
次
通
訳
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
在
住

で
、
や
さ
し
く
読
め
る
図
書

『

山
頂
に
む
か
っ
て』

な
ど
の
翻
訳
が

あ
る
寺
尾
三
郎
氏
が
、
手
話
通
訳
は
東
京
都
手
話
通
訳
派
遣
協
会
の

井
上
路
代
氏
、
石
曽
根
純
子
氏
が
行
っ
た
。
ま
た
、
点
字
版
の
配
布

資
料

(

講
師
紹
介
、
展
示
資
料
一
覧
・
年
表
等)

と
四
人
の
講
師
の

報
告
の
内
容
要
旨
を
用
意
し
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
便
を
は
か
っ
た
。

参
加
者
全
員
に
は
財
団
法
人
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協

会
の
ご
好
意
に
よ
り
、｢

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女｣

な
ど
の
収
め
ら
れ

た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
図
書
サ
ン
プ
ル
集
と

『

報
告
書

さ
ら
な
る
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
の
普
及
に
向
け
て』

を
参
考
資
料
と
し
て
配

布
し
た
。(
注
４)
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な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
始
前
お
よ
び
休
憩
時
間
に
は
、
参
加

者
に
対
し
、
後
述
の
二
つ
の
展
示
会
の
内
覧
を
行
っ
た
。

展
示
会
Ａ

世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
展

こ
の
展
示
会
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
翌
二
一
日
か
ら
二
四
日
ま
で

の
四
日
間
、
国
際
子
ど
も
図
書

館
三
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
八
六
八
名
が
会
場
を
訪

れ
た
。

展
示
資
料
は
、
国
際
児
童
図

書
評
議
会

(

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ)

障
害

児
図
書
資
料
セ
ン
タ
ー

(

ノ
ル

ウ
ェ
ー

一
九
八
五
年
設
立)

が

長
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き

た
四
、
〇
〇
〇
冊
以
上
の
中
か

ら
選
ん
だ
四
三
タ
イ
ト
ル
で
あ

る
。
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
は
同
セ
ン
タ
ー

か
ら
こ
れ
ら
の
資
料
を
借
用
し
、

平
成
一
五
年
四
月
の
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
大
崎

(

東
京
都)

を
皮
切
り

に
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
い
た
る
国
内
四
三
か
所
の
公
共
図
書
館
等

で
巡
回
展
示
を
行
っ
た
。
当
館
で
の
展
示
は
、
日
本
国
内
で
の
最
終

展
示
会
と
な
っ
た
。
展
示
資
料
は
、

①
身
振
り
で
語
る

(

手
話
つ
き
絵
本)

②
絵
文
字

(

ブ
リ
ス

や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム)

が
つ
い
て
い
る
本

③
指
で
読
む

(

さ
わ

る
絵
本)

④
市
販
絵
本
に
点
字
を
つ
け
た
本

⑤(

音
の
描
か
れ

て
い
る
絵
本
に)

音
声
を
つ
け
た
本

⑥
や
さ
し
く
読
め
る
本

⑦
一
般
の
市
販
絵
本

(

そ
の
中
で

｢

障
害｣

を
越
え
て
み
な
が

楽
し
め
る)

本

⑧｢

障
害｣

の
あ
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
本

⑨(

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の)

ア
ー
ト
や
文
学
作
品

の
九
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
、
当
館
で
の

展
示
の
た
め
に
日
本
Ｐ
Ｉ
Ｃ
研
究
会
の
協

力
に
よ
り
作
成
し
た
絵
文
字

(

ピ
ク
ト
グ

ラ
ム)

付
き
の
コ
ー
ナ
ー
タ
イ
ト
ル
と
と

も
に
、
手
に
取
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
展
示

し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
⑨
の
資
料

『

お

か
あ
さ
ん』

に
掲
載
さ
れ
た
佐
々
木
卓
也
氏
の
粘
土
作
品
も
展
示
さ

れ
た
。
ま
た
、
展
示
カ
タ
ロ
グ
の
点
字
版
も
用
意
し
た
。(

注
４)

会
期
中
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
の
説
明
員
が
展
示
資
料
に
つ
い
て
の
説
明
・

案
内
を
行
っ
た
が
、
一
冊
一
冊
を
丁
寧
に
長
い
時
間
か
け
て
読
む
方

も
多
く
見
ら
れ
、
資
料
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
や
国
内
で
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
図
書
の
出
版
を
考
え
て
い
る
出
版
関
係
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
多
く
あ
っ
た
。

展
示
会
Ｂ

日
本
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
の
歩
み

七
月
二
一
日
か
ら
夏
休
み
を
挟
ん
で
九
月
四
日
ま
で
開
催
し
た
日

本
に
お
け
る
障
害
児
向
け
の
資
料
の
歴
史
を
年
代
順
に
示
す
こ
の
展

示
に
は
、
九
、六
四
七
名
の
入
場
者
が
あ
っ
た
。

明
治
一
〇
年
頃
か
ら
始
ま
る
視
覚
障
害
教
育
の
中
で
試
み
ら
れ
た

凸
文
字

(
紙
か
ら
文
字
を
浮
き
出
さ
せ
て
、
触
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の)
に
よ
る

『

伊
蘇
普
物
語』

、
点
字
と
点
図
に
よ
る

『

点
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字
絵
本』

(

以
上
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
所
蔵)

を
始
め
と
し
、
月
刊

録
音
テ
ー
プ

『

つ
の
ぶ
え』

(

日
本
点
字
図
書
館
所
蔵)

、
様
々
な
工
夫

を
重
ね
て
作
ら
れ
た

｢

さ
わ
る
絵
本｣

、｢

匂
う
絵
本｣

、
理
解
に
困
難

の
あ
る
子
も
手
触
り
の
心
地
良
さ
に
安
心
感
を
も
て
る

｢

布
の
絵
本｣

、

コ
ス
ト
を
抑
え
る
工
夫
が
さ
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書
、
紙
・
Ｃ
Ｄ

‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
・
朗
読
テ
ー
プ
・
点
訳
本
・
大
活
字
本
・
電
子
テ
キ
ス
ト

の
六
つ
の
媒
体
で
同
時
出
版
さ
れ
た

『

盲
導
犬
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
の
一

日』

、
図
書
館
で
行
っ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
資
料
な
ど
四

五
タ
イ
ト
ル
を
、
西
脇
智
子
氏

(

実
践
女
子
短
期
大
学
助
教
授)

と

山
内
薫
氏
の
協
力
に
よ
り
作
成
し
た
年
表(

注
５)

と
と
も
に
展
示
し

た
。
資
料
は
貴
重
な
も
の
が
多
い
た
め
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
展

示
し
た
が
、
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
、
む
つ
き
会(

注
６)

等
の
ご
好

意
に
よ
り
、
実
際
に
触
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
(

約
二
〇
点)

の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た
。
展
示
資
料
一
覧
と
年
表
の
点
字
版
も
用
意
し
た
。

入
場
者
か
ら
は
、
手
に
取
れ
る
本
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
、｢

さ
わ

る
絵
本｣

に
も
歴
史
や
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
等
の
感
想

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
年
表
に
関
し
て
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
展
示
の
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々

か
ら
多
大
な
ご
指
導
、
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
今
回
得
ら
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
の
情
報
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
参
加
者
全
員
の

｢

心｣

を
今
後
の
当
館
の
運
営
に
生
か

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

＜

注＞

(

１)
｢

や
さ
し
く
読
め
る
図
書｣

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で

｢
l �ttl �st｣

、

英
語
で
は｢E

a
sy

-to
-R

ea
d

B
o
o
k

s｣

。｢

Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク｣

と
も
言
う
。

(

２)

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

(
D

ig
ita

l
A

ccessib
le

In
fo

rm
a
tio

n
S

y
stem

)

は
、
障
害
者
も
共
に
使
え
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
国
際
標
準
規
格
の

名
称
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
図
書
は
音
声
と
テ
キ
ス
ト
、

画
像
を
シ
ン
ク
ロ

(

同
期)

さ
せ
て
パ
ソ
コ
ン
で
表
示
す
る
も
の
。

(

３)
G

u
id

elin
es

fo
r

ea
sy

-to
-rea

d
m

a
teria

ls
/

co
m

p
iled

a
n

d

ed
ited

b
y

B
ro

r
I.

T
ro

n
b
a
ck

e
u

n
d
er

th
e

a
u

sp
ices

o
f

th
e

IF
L

A
S

ectio
n

o
f

L
ib

ra
ries

S
erv

in
g

D
isa

d
v
a
n

ta
g

ed

P
erso

n
s

IF
L

A
H

ea
d
q
u

a
rters.

c1997
<

U
E

11-A
53 >

(

４)

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、『

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
窓』

第

六
号
で
特
集
を
予
定
し
て
お
り
、
全
文
に
つ
い
て
は
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h

ttp
:/

/
w

w
w

.k
o
d
o
m

o
.g

o
.jp

/
)

―
展

示
会
・
イ
ベ
ン
ト
―
講
演
会
等
の
記
録
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

(

５)
『

世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
展
カ
タ
ロ
グ

オ
ス
ロ
障
害
児
図
書

資
料
セ
ン
タ
ー
企
画
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
五
〇
周
年
記
念』

(

日
本
国
際
児
童

図
書
評
議
会

二
〇
〇
三
年
刊
行)

<

請
求
記
号

Y
93-H

976 >

参

照
。
同
カ
タ
ロ
グ
の
点
字
版
は
、
現
在
受
入
れ
整
理
中
。

(

６)

出
展
資
料
一
覧
お
よ
び
年
表

(

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版)

は
、
国
際
子
ど
も
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
―
展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト
―
展
示
会
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
に
掲
載
。

(

７)

東
京
都
品
川
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
さ
わ
る

絵
本
、
遊
具
、
拡
大
写
本
、
点
訳
、
録
音
、
さ
わ
る
お
も
ち
ゃ
等
を

作
成
し
て
い
る
。

(
文
責

国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
課
長

佐さ

藤と
う

尚な
お

子こ)
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国際子ども図書館展示会
｢ゆめいろのパレットⅡ－野間国際絵本原画コンクール入賞作品
アジア･アフリカ･ラテンアメリカから｣ 関連催物

国際子ども図書館では､ 展示会 ｢ゆめいろのパレットⅡ－野間国際絵本原画コンクー

ル入賞作品 アジア･アフリカ･ラテンアメリカから｣ に対する理解を促進するため､

展示会に関連する催物として公開対談を開催します｡

名 称：公開対談 ｢ゆめいろのパレットⅡ｣ の原画と絵本を語る

日 時：平成18年１月10日 (火) 午後２時30分から

場 所：国際子ども図書館３階ホール

主 催：国立国会図書館国際子ども図書館､ 財団法人ユネスコ・アジア文化センター

内 容：２人の対談者が司会者の質問に応えながら､展示作品の持つ魅力と絵本につ

いて自由に語り合います｡

対 談 者：スズキコージ氏 (画家､ 野間国際絵本原画コンクール国際審査員)

松本猛氏 (安曇野ちひろ美術館館長､ 野間国際絵本原画コンクール国際審

査員)

対 象：16歳以上

申込方法：直接来館､ 往復はがき､ 電子メール (事前申込制・先着順)

詳細は､ 国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/)

をご覧ください｡

問い合わせ先 国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課

〒110-0007 東京都台東区上野公園12-49

TEL：03-3827-2053 (代表)

国際子ども図書館展示会
｢もじゃもじゃペーターとドイツの子どもの本｣ 開催のお知らせ

開催期間：平成18年１月28日 (土) ～7月２日 (日)

休 館 日：月曜日､ ５月５日を除く国民の祝日・休日､

資料整理休館日 (毎月第３水曜日)

開催時間：午前９時30分～午後５時

会 場：国際子ども図書館３階本のミュージアム

なお､ 当展示会に関連した催物を予定しております｡ 日程､ 講師等の詳細について

は､ 国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/) 等でお知らせい

たします｡
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法
規
の
制
定

解
説

法
律
第
百
二
号
は
、
郵
政
民
営
化
法

(

平
成

十
七
年
法
律
第
九
十
七
号)

等
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
規
定
の
整
備
等
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

当
館
関
係
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
法

(

昭
和

二
十
三
年
法
律
第
五
号)

の
別
表
第
一
か
ら
日
本

郵
政
公
社
の
項
を
削
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
法
律
の
う
ち
、
当
館
関
係
の
規
定
は
、
郵
政

民
営
化
法
の
施
行
の
日

(

平
成
十
九
年
十
月
一
日)

か
ら
施
行
さ
れ
る
。

(

法
律
第
百
二
号)

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(

抄)

(

平
成
十
七
年
十
月
二
十
一
日
公
布)

(

国
立
国
会
図
書
館
法
等
の
一
部
改
正)

第
十
六
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
表
日
本
郵
政
公
社

の
項
を
削
る
。

一

国
立
国
会
図
書
館
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律

第
五
号)

別
表
第
一

二
―
五

[

略]

附

則

(

抄)

(

施
行
期
日)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
郵
政
民
営
化
法
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

[

以
下
略]

お
も
な
人
事

検
事

大
谷

晃
大

国
立
国
会
図
書
館
支
部
法
務
図
書
館
長
を
免
ず
る

検
事

井
上

宏

国
立
国
会
図
書
館
支
部
法
務
図
書
館
長
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
七
年
八
月
二
十
五
日
付
け

厚
生
労
働
事
務
官

宮
田

忠

国
立
国
会
図
書
館
支
部
厚
生
労
働
省
図
書
館
長
を
命

ず
る平

成
十
七
年
八
月
二
十
六
日
付
け

経
済
産
業
技
官

佐
伯

俊
則

国
立
国
会
図
書
館
支
部
経
済
産
業
省
図
書
館
長
を
命

ず
る平

成
十
七
年
九
月
五
日
付
け

平
成
十
七
年
秋
の
叙
勲

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
勲
が
あ
っ
た

記(

元
館
長)

戸
張

正
雄

瑞
宝
大
綬
章
を
授
け
る

(

元
専
門
調
査
員)

渡
�

恭
夫

瑞
宝
中
授
章
を
授
け
る

(

元
調
査
員)

中
�
ま
す
ゑ

瑞
宝
小
授
章
を
授
け
る

(

元
司
書)

馬
場

萬
夫

瑞
宝
小
授
章
を
授
け
る

(

元
参
事)

戸
田

和
也

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

以
上
平
成
十
七
年
十
一
月
三
日
付
け

職
員
の
退
職

(

退
職
時
部
局)

収
集
部

司

書

南
雲

智
子

平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
付
け

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
五
七
号

Ａ
４

一
〇
七
頁

■
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

保
障
の
た
め
の
政
策
の
展
開

■
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
定
義

■
行
刑
改
革
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物



■
修
復
的
司
法

■
学
校
教
育
と

｢

法
教
育｣

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会

(
Ｅ
Ａ
Ｊ

Ｒ
Ｓ)

第
一
六
回
年
次
大
会

九
月
二
一
日
か
ら
二
四
日
ま
で
、
ル
ン
ド

(

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン)

で
、
標
記
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
欧
米
諸
国
と
日
本
を
含
む
一
二
か
国
か

ら
七
六
名
が
参
加
し
、
当
館
か
ら
は
堀
内
寛
雄

主
題
情
報
部
政
治
史
料
課
課
長
補
佐
が
出
席
し

た
。大

会
で
は
、
四
日
間
で
日
本
関
係
資
料
に
関

わ
る
計
二
七
の
テ
ー
マ
に
わ
た
る
発
表
が
行
わ

れ
た
。
研
究
者
か
ら
は
、
近
世
文
学
や
人
物
交

流
等
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
研
究
機
関
か
ら
は
、

最
新
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
書
誌
情
報
の
発
信
、

さ
ら
に
特
色
あ
る
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介

等
、
幅
広
い
発
表
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
当
館

か
ら
は
、｢

日
本
近
現
代
政
治
資
料
―
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵

｢

憲
政
資
料｣

の
あ
ら
ま
し
―｣

と
題
し
て
、｢

憲
政
資
料｣

の
沿
革
、
概
要
お

よ
び
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
電
子
展
示
会
の

紹
介
も
含
ん
だ
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、
大
会

中
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
立
図
書
館
の
見
学

ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
た
。

次
回
は
来
年
九
月
、
ベ
ネ
チ
ア

(

イ
タ
リ
ア)

で
開
催
さ
れ
る
。

第
三
〇
回
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
長
会
議

九
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
ま
で
、
キ
ャ
ン
ベ

ラ

(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア)

で
、
標
記
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
二
六
の
国
と
機
関(

含
む
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー)

か
ら
三
七
名
が
参
加
し
、
当
館
か
ら
は

大
幸
直
子
書
誌
部
主
任
司
書
が
出
席
し
た
。

お
も
な
議
題
は
、
前
回
に
引
き
続
き
Ｉ
Ｓ
Ｏ

規
格
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
の
改
訂

(

新

版
の
出
版
は
二
〇
〇
七
年
四
月
予
定)

、
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｎ
規
格
改
訂
を
み
す
え
た
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
国
際
セ
ン
タ
ー
が
導

入
し
、
稼
働
を
開
始
し
た
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
か
ら
の
五
年
間
の
戦
略

プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

次
回
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

(

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン)

で
開
催
さ
れ
る
。

平
成
一
七
年
度
児
童
文
学
連
続
講
座
―

国
際
子
ど
も
図
書
館
所
蔵
資
料
を
使
っ

て
―｣

の
終
了
に
つ
い
て

一
〇
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
三
日
間
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
に
お
い
て
、
当
館
が
広
く

収
集
し
て
き
た
内
外
の
児
童
書
お
よ
び
関
連
書

を
活
用
し
た
標
記
講
座
を
開
催
し
た
。
こ
の
講

座
は
、
全
国
の
各
種
図
書
館
等
で
児
童
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
図
書
館
員
の
資
質
向
上
と
幅
広

い
知
識
の
か
ん
養
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

本
年
が
第
二
回
目
の
開
催
と
な
る
。
今
年
度
は

総
合
テ
ー
マ
を

｢

日
本
児
童
文
学
の
流
れ｣

と

し
、
白
百
合
女
子
大
学
の
石
井
直
人
氏
を
監
修

者
に
、
日
本
児
童
文
学
に
造
詣
の
深
い
研
究
者

と
当
館
職
員
が
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
、
講
義

に
加
え
、
施
設
見
学
お
よ
び
受
講
者
に
よ
る
意

見
交
換
等
も
行
っ
た
。
全
国
二
〇
都
府
県
の
公

共
・
学
校
・
専
門
図
書
館
等
か
ら
六
七
名
が
参

加
し
た
。
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入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(
〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

NDL news 当館の最近の動き



は
じ
め
に

調
査
及
び
立
法
考
査
局

(

以
下
、
調
査
局)

は
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
、
長
期
的
か
つ
主
題
横
断
的
な

国
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
調
査
局
の
各
課
か
ら
選
ば
れ
た
担
当
者
の
チ
ー
ム
に
よ
る
総
合
調
査
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
第
六
回
目
と
な
る
今
年
度
開
始
の
総
合
調
査
の
テ
ー
マ
は
、｢

拡
大
Ｅ
Ｕ
の
現
状
と

今
後
の
課
題｣

で
す
。
調
査
局
で
は
、
こ
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
九
月
五
日
か
ら
五
日
間
、

ミ
ラ
ノ
大
学
の
コ
ラ
ー
ド
・
モ
ル
テ
ー
ニ

(C
o
rra

d
o

M
o
lten

i)

教
授
を
招
へ
い
し
、
Ｅ
Ｕ
経
済
に
焦

点
を
あ
て
た
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー

｢

Ｅ
Ｕ
の
現
状
と
今
後
の
課
題｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

モ
ル
テ
ー
ニ
教
授
は
、
比
較
経
済
を
専
門
と
さ
れ
、
ミ
ラ
ノ
大
学
等
で
教
鞭
を
と
ら
れ
る
か
た
わ
ら
、

マ
レ
ー
シ
ア
欧
州
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

(

マ
ラ
ヤ
大
学)

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

Ｅ
Ｕ
経
済
お
よ
び
ア
ジ
ア
経
済
に
対
す
る
多
彩
な
研
究
活
動
を
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
る
研
究
者
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
当
館
調
査
員
を
対
象
と
し
て
、
今
回
の
総
合
調
査
の
論
点
整
理
に
か
か
る
説

明
聴
取
会
や
、
Ｅ
Ｕ
経
済
の
現
状
を
Ｅ
Ｕ
予
算
と
各
政
策
の
関
係
を
題
材
と
し
て
論
じ
た
講
義
、
Ｅ
Ｕ
・

ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
・
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
と
日
本
で
進
め
ら
れ

て
い
る
国
と
地
方
の
財
政
改
革
に
つ
い
て
の
討
議
な
ど
が
連
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
上
の
行
事
に
は
延
べ

八
○
名
が
参
加
し
て
、
今
後
の
調
査
業
務
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
有
益
な
知
見
を
得
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
九
月
七
日
に
は
、
講
演

｢

Ｅ
Ｕ
経
済
の
主
要
問
題｣

を
開
催
し
、
当
館
調

査
員
の
ほ
か
、
国
会
議
員
、
国
会
議
員
秘
書
、
国
会
事
務
局
職
員
に
公
開
し
て
、
四
七
名
の
参
加
者
を
得

ま
し
た
。
次
項
で
は
、
こ
の
講
演
の
概
略
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー

｢

Ｅ
Ｕ
の
現
状
と
今
後
の
課
題
―
経
済
問
題
を
中
心
と
し
て｣

講
演

｢

Ｅ
Ｕ
経
済
の
主
要
問
題｣
(

コ
ラ
ー
ド
・
モ
ル
テ
ー
ニ

ミ
ラ
ノ
大
学
教
授)



欧
州
経
済
統
合
と
通
貨
政
策

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
経
済
統
合
を
概
観

す
れ
ば
、
第
一
段
階
は
関
税
同
盟
で
あ
り
、
一
九
九
三
年
の
単
一
市

場
の
誕
生
を
経
て
、
次
な
る
段
階
は
経
済
通
貨
同
盟
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
経
済
通
貨
同
盟
の
法
的
基
礎
は
一
九
九
三
年
に
発
効
し
た
マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約(

１)

で
あ
り
、
さ
ら
に
我
々
は
、
二
〇
〇
〇
年
の

リ
ス
ボ
ン･

ア
ジ
ェ
ン
ダ(

２)

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
構
造
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
よ
り
先
の
段
階
で
あ
る
政
治
同
盟
の
実

現
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
大
き
な
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
通
貨
同
盟
の
政
策
運
営
に
関
わ
る
制
度
に
つ
い
て
言
え
ば
、

通
貨
政
策
の
方
向
性
の
決
定
は
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｂ

(E
u

ro
p
ea

n
S

y
stem

o
f

C
en

tra
l

B
a
n

k
s

欧
州
中
央
銀
行
制
度)

の
運
営
理
事
会
が

行
い
、
そ
の
構
成
員
の
一
部
で
あ
る
役
員
会
が
政
策
の
実
施
に
責
任

を
有
し
ま
す
。
新
規
加
盟
国
の
増
加
に
つ
れ
、
こ
う
し
た
機
関
が
拡

大
し
た
際
の
運
営
に
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
そ
れ
ら
が
Ｅ
Ｕ
と

い
う
地
域
全
体
を
代
表
し
、
行
動
や
決
定
を
行
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
欧
州
中
央
銀
行
の
通
貨
政
策
の
目
的
と
し
て

は
、
物
価
の
安
定
と
イ
ン
フ
レ
抑
制
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

通
貨
統
合

―
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
コ
ス
ト
―

通
貨
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
取
引
に
お
け
る
、

諸
国
間
取
引
の
活
性
化
、
コ
ス
ト
の
消
滅
、
透
明
性
の
向
上
お
よ
び

不
安
定
な
為
替
レ
ー
ト
・
低
金
利
に
伴
う
リ
ス
ク
の
補
償
の
消
滅
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
投
機
目
的
に
よ
る
通
貨
取
引
の
回
避
、

通
貨
同
盟
内
で
の
共
同
外
貨
準
備
の
実
現
、
共
通
通
貨
の
国
際
的
利

用
に
よ
る
影
響
力
の
拡
大
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

他
方
、
加
盟
各
国
か
ら
見

れ
ば
、
経
済
シ
ョ
ッ
ク
に
際

し
て
金
融
政
策
を
発
動
す
る

と
い
う

(

調
整
の
た
め
の)

政
策
手
段
が
失
わ
れ
た
こ
と

は
、
通
貨
統
合
に
伴
う
大
き

な
コ
ス
ト
で
す
。
そ
し
て
、

各
国
の
状
況
が
異
な
れ
ば
、

そ
の
相
違
の
大
き
さ
に
比
例

し
て
利
害
は
対
立
し
、
通
貨

統
合
の
コ
ス
ト
は
増
大
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
金
融
政

策
以
外
の
加
盟
国
間
の
調
整
手
段
と
し
て
は
、
賃
金
面
で
の
柔
軟
な

対
応
お
よ
び
労
働
の
移
動
が
あ
り
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
も
労

働
者
の
移
動
は
ま
だ
容
易
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

ま
た
別
の
調
整
手
段
と
し
て
は
、
財
政
政
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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表１ 経済通貨同盟 (EMU) における
新規加盟国の財政指標－2002－

政府債務残高 対GDP比 (％)

財
政
赤
字

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

(

％)

講
演

｢

Ｅ

Ｕ

経

済

の

主

要

問

題｣
(

概
略)



こ
れ
は
、
各
加
盟
国
政
府
の
権
限
で
あ
り
ま
す
が
、
各
加
盟
国
が

Ｅ
Ｕ
で
は
な
く
自
国
の
利
益
の
た
め
に
財
政
政
策
を
行
使
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
若
干
の
制
約
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
約
は
、
予

算
規
律
の
達
成
お
よ
び
維
持
な
ら
び
に
マ
ク
ロ
経
済
政
策
上
の
調
整

の
た
め
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
基
準
、
安
定
成
長

協
定

(

財
政
赤
字
の
上
限
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三
％
、
政
府
債
務
残
高
の
上

限
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
六
〇
％)

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
の

仏
独
の
財
政
赤
字
に
対
し
て
罰
則
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、

実
際
に
は
ル
ー
ル
の
適
用
に
お
い
て
二
重
の
基
準
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
小
国
か
ら
は
大
国
へ
の
反
発
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

私
見
で
は
、
財
政
赤
字
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
研
究
の
た
め
の
資
金
を

含
め
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
適
切
な
定
義
が
必
要
で
は

あ
る
も
の
の
、
妥
当
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
Ｅ
Ｕ
加

盟
国
に
お
け
る
財
政
赤
字
お
よ
び
政
府
債
務
残
高
の
状
況
を
見
て
み

る
と
、
前
頁
の
表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

成
長
と
構
造
調
整
の
促
進

最
後
に
、
Ｅ
Ｕ
の
中
で
成
長
と
構
造
調
整
を
ど
の
よ
う
に
促
進
す

れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。
こ
こ
で
、
成
長
率
に
影
響
を
及

ぼ
す
主
要
な
要
因
で
あ
る
就
業
率
・
就
業
人
口
と
労
働
生
産
性
に
関

し
、
Ｅ
Ｕ
地
域
全
体
の
平
均
と
主
要
な
競
争
地
域
で
あ
る
米
国
を
比

較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
Ｅ
Ｕ
の
ほ
う
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働

者
一
人
あ
た
り
の
労
働
時
間
も
同
様
で
す
。
さ
ら
に
、
労
働
生
産
性

を
上
げ
る
た
め
の
投
資
、
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

(
In

fo
rm

a
tio

n
a
n

d

C
o
m

m
u

n
ica

tio
n

T
ech

n
o
lo

g
y

情
報
通
信
技
術)

に
対
す
る

投
資
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
ご
と
の
就
業
率
を
見
る
と
、

Ｅ
Ｕ
の
中
で
は
北
欧
の
国
々
が
米
国
と
近
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

逆
に
就
業
率
が
低
い
の
は
南
欧
諸
国
で
、
Ｅ
Ｕ
の
一
部
の
国
に
お
い

て
は
、
労
働
市
場
で
十
分
に

国
民
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い

と
い
え
ま
す
。(

表
２
参
照)

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
は
、
リ
ス

ボ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
お
い

て
、
構
造
改
革
を
進
め
、
競

争
力
を
高
め
、
就
業
率
と
人

的
資
源
の
質
を
上
げ
、
そ
れ

に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

促
進
さ
せ
て
、
域
内
の
市
場

統
合
を
よ
り
完
璧
な
も
の
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
様
々
な
目
標
は
掲
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
時
点
で
の
達
成
度
は
満
足
す
べ
き
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
責
任
の
主
体
が

誰
か
で
あ
り
、
労
働
市
場
お
よ
び
雇
用
政
策
に
関
し
て
、
欧
州
委
員

会
は
援
助
や
資
金
又
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
で
き
ま
す
が
、
政
策

決
定
権
は
あ
く
ま
で
加
盟
国
政
府
に
あ
り
ま
す
。
人
的
資
源
の
質
の

向
上
に
重
要
な
教
育
政
策
や
技
術
政
策
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
各
国

が
与
え
ら
れ
た
資
源
等
を
用
い
て
自
ら
解
決
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
労
働
市
場
の
規
制
に
し
て
も
、
各
国
法
の
下
で
運
用
さ
れ
て
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表２ EU域内の就業率と１人あたりの
労働生産性－2003－

就 業 率 (％)

EU目標 (2010)
労
働
者
一
人
あ
た
り
の
労
働
生
産
性

(

Ｅ
Ｕ
＝
100)



お
り
、
労
使
関
係
の
あ
り
方
も
各
国
で
異
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
を
例
に
取
れ
ば
、
そ
こ
で
は
過
去
一
〇
年
間
、
様
々
な

改
革
を
実
施
し
、
労
働
市
場
の
大
き
な
変
化
を
経
験
し
ま
し
た
。
か

つ
て
イ
タ
リ
ア
の
労
働
市
場
は
先
進
工
業
諸
国
の
中
で
最
も
硬
直
的

で
し
た
が
、
現
在
は
労
働
市
場
の
柔
軟
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
一
時
採
用
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
の
採
用
が
認
め

ら
れ
、
労
働
者
の
派
遣
紹
介
業
も
利
用
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本

で
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
雇
う
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
の

時
給
に
基
づ
い
て
賃
金
を
払
い
ま
す
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
正
規
職
員

の
時
給
に
基
づ
い
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
分
の
賃
金
を
払
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
、
休
暇
や
福
祉
手
当
も

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
社
会
的
観
点
か
ら
見
れ
ば

正
し
い
対
応
で
し
ょ
う
が
、
競
争
が
激
し
い
中
で
企
業
に
追
加
的
負

担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
か
ら
見
れ

ば
労
働
市
場
の
柔
軟
性
は
増
し
ま
し
た
が
、
先
に
述
べ
た
負
担
や
労

働
者
の
移
動
性
に
係
る
制
約
か
ら
、

イ
タ
リ
ア
は
相
対
的
に
見
て
コ
ス

ト
の
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
成
長
と
構
造
改
革
の
問
題

を
Ｅ
Ｕ
全
体
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、

Ｅ
Ｕ
は
、
リ
ス
ボ
ン･

ア
ジ
ェ
ン

ダ
実
施
に
つ
い
て
各
加
盟
国
に
働

き
か
け
、
教
育
や
技
術
等
を
支
援

す
る
た
め
の
資
源
投
入
を
さ
ら
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

結
論現

在
、
Ｅ
Ｕ
は
重
要
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
八
○
年

代
後
半
か
ら
統
合
を
進
め
て
き
て
、
例
え
る
な
ら
、
河
を
渡
ろ
う
と

し
て
ま
だ
完
全
に
渡
り
き
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
が
Ｅ
Ｕ
市
民
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
よ
り
よ
い
将

来
へ
の
見
通
し
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
示
そ
う
と
す

る
リ
ス
ボ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
野
心
的
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。し

か
し
、
各
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ボ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を

実
施
す
る
た
め
の
政
治
的
意
思
が
欠
落
し
て
お
り
、
今
後
は
相
互
に

意
思
疎
通
を
促
進
す
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
市
民

も
、
こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
の
動
き
に
も
っ
と
関
与
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

(

文
責

調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課

芦あ
し

田だ

淳
じ
ゅ
ん

・
鳳
お
お
と
り

佳か

世よ

子こ)
(

１)

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

Ｅ
Ｃ
か
ら
Ｅ
Ｕ
へ
の
改
組
を
規
定
し
た
条
約
。
経
済
面
に
加
え
て
外

交
・
司
法
面
で
の
協
力
を
推
進
し
、
よ
り
強
固
な
共
同
体
を
創
設
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
一
九
九
一
年
一
二
月
に
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で
合
意
、

翌
年
二
月
に
調
印
、
九
三
年
一
一
月
に
発
効
。

(

２)

リ
ス
ボ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ

二
〇
〇
〇
年
三
月
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
首
脳

会
議
で
打
ち
出
さ
れ
た
経
済
・
社
会
政
策
。
雇
用
と
社
会
的
連
帯
を
維

持
し
た
上
で
の
持
続
的
な
経
済
発
展
を
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
目
標
と
す

る
。
毎
年
春
の
首
脳
会
議
で
進
捗
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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講演中のモルテーニ教授



新
世
紀
こ
ど
も
大
博
覧
会
―
入
江
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
み
る
児
童
文
化
史
四
〇
〇
年
―

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
編
・
刊

(

〒
670-
0012

兵

庫
県
姫
路
市
本
町
六
八
番
地)

二
〇
〇
三
・
四

一
五
二
頁

Ａ
４

(G
D

1-H
69)

子
ど
も
の
頃
、
世
界
は
単
純
明
快
だ
っ
た
。
好
き

か
嫌
い
か
、
面
白
い
か
面
白
く
な
い
か
で
自
分
の
周

り
の
世
界
を
切
り
取
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

ん
な
私
に
と
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
は
毎
日
を
面
白
く
遊

ぶ
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
絵
本
は
日
常
を
越
え
て
知

ら
な
い
世
界
や
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
感
情
に
出
会

う
助
け
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
の
遊
び
道
具
も

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
も
な
れ
ば
ま
た
違
っ
た
意
味

で
大
変
な
価
値
を
も
つ
。

本
書
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
開
館
二
〇
周
年

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
特
別
企
画
展
の
図
録
で
あ

る
。
児
童
文
化
研
究
資
料

(

子
ど
も
資
料)

の
熱
心

な
収
集
家
で
あ
っ
た
故
入
江
正
彦
氏
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
兵
庫
県
に
寄
贈
さ
れ
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
展
覧
会
だ
。

入
江
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
そ
の
中
身
は
、
玩
具
、
書

籍
、
生
活
用
品
、
文
房
具
、
教
育
資
料
、
商
業
資
料
、

絵
画
、
写
真
、
乗
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
扱
う
時

代
も
江
戸
時
代
以
前
か
ら
ご
く
最
近
ま
で
広
い
範
囲

に
及
ぶ
。
総
数
一
〇
万
点
に
も
の
ぼ
る
こ
れ
ら
の
資

料
は
保
存
状
態
が
よ
く
、
世
界
的
に
も
大
変
価
値
の

高
い
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

私
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
保
存
状
態

の
よ
さ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
役
者
か
る
た
や
化
物

か
る
た
は
鮮
や
か
な
色
彩
を
と
ど
め
て
い
る
し
、
子

ど
も
た
ち
が
片
時
も
離
さ
ず
大
切
に
す
る
だ
ろ
う
人

形
も
破
損
す
る
こ
と
な
く
原
形
を
保
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
消
耗
品
で
あ
る
子
ど
も
の
遊
び
道
具
を
後
世

の
私
た
ち
が
こ
う
し
て
目
の
前
に
で
き
る
こ
と
自
体

が
驚
き
だ
。

し
か
し
裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収

め
ら
れ
た
玩
具
や
資
料
は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
ま
で

子
ど
も
た
ち
に
遊
び
尽
く
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

品
々
で
は
な
い
か
。
お
も
ち
ゃ
の
使
命
が
子
ど
も
た

ち
を
わ
く
わ
く
さ
せ
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
志
半
ば

に
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
り
、
今
や
展
覧
会
の
展

示
ケ
ー
ス
の
中
と
い
う
手
も
触
れ
ら
れ
な
い
位
置
に

ま
で
の
ぼ
り
つ
め
て
し
ま
っ
た
品
々
で
あ
る
。
本
書

に
収
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
資
料
は
、
そ
れ
で
も
な

お
、
時
代
を
超
え
て
そ
の
役
目
を
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
児
童
文
化

史
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
本
書

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
、
本
書
の
お
も
ち
ゃ
は
手
に
と
っ
て
遊
ぶ
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ゼ
ン
マ
イ
を
巻
く
と
盃

を
運
ん
で
来
て
く
れ
る
か
ら
く
り
人
形

(

だ
け
ど
写

真
だ
か
ら
動
か
な
い)

。
年
代
や
シ
リ
ー
ズ
の
変
遷

が
わ
か
る
ほ
ど
に
豊
富
に
そ
ろ
っ
た
グ
リ
コ
の
オ
マ

ケ
や
紙
メ
ン
コ

(

だ
け
ど
友
達
に
自
慢
し
た
り
、
自

分
の
机
の
引
き
出
し
に
入
れ
て
ニ
ヤ
リ
と
し
た
り
も

で
き
な
い)

。
わ
く
わ
く
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い

が
、
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
と
想
像
力
を
も
っ
て
す
れ

ば
、
き
っ
と
本
書
は
大
人
に
な
っ
た
わ
れ
わ
れ
に
こ

そ
楽
し
い
時
間
を
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

｢

新
世
紀
こ
ど
も
大
博
覧
会｣

。
未
来
志
向
の
博
覧

会
と
は
少
し
違
う
け
れ
ど
、
子
ど
も
時
代
や
そ
の
ま

た
ず
っ
と
昔
の
子
ど
も
た
ち
に
思
い
を
巡
ら
す
き
っ

か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

大お
お

西に
し

啓け
い

子こ)

536号／2005⑪国立国会図書館月報 ― 24―

国立国会図書館は､ 法律

によって定められた納本

制度により､ 日本国内の

出版物を広く収集してい

ます｡ このコーナーでは､

主として取次店を通さな

い国内出版物を取り上げ

て､ ご紹介します｡



柿
の
文
化
誌
―
柿
物
語
―

岡
田
勉
著

南
信
州
新
聞
社
出
版
局
刊

(

〒
395-
0152
長
野
県
飯
田
市
育
良
町
二
‐
二
‐
五)

二
〇
〇
四
・
二

二
六
二
頁

Ａ
４

(D
M

227-H
17)

空
気
が
冷
た
く
な
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
を
暖
め
る

か
の
よ
う
な
夕
焼
け
色
の
柿
が
八
百
屋
の
店
先
で
も

目
に
付
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
柿
は

『

さ
る
か
に
合

戦』

の
名
脇
役
で
あ
り
、
食
べ
た
こ
と
が
な
い
人
は

お
そ
ら
く
い
な
い
で
し
ょ
う
。
華
や
か
な
パ
ー
テ
ィ

よ
り
も
お
う
ち
の
ち
ゃ
ぶ
台
が
似
合
う
よ
う
な
、
日

常
の
果
物
、
柿
。
本
書
を
読
む
と
、
こ
ん
な
に
も
生

活
に
密
着
し
た
植
物
だ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

本
書
の
著
者
は
飯
田
市
在
住
、
長
野
県
職
員
と
し

て
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
長
ら
く
勤
務
し
、
現

在
も
農
業
に
従
事
し
て
い
る
農
の
専
門
家
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
本
書
も
カ
キ
と
い
う
植
物
に
つ
い
て
の
専

門
知
識
が
縦
横
に
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
語
り
口

は
一
般
の
読
者
に
も
親
し
み
や
す
く
、
多
く
の
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
興
味
深
い
話
題
が
た
く
さ
ん

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
書
に
よ
れ
ば
カ
キ
属
の
植
物
は
世
界
で
二
〇
〇

か
ら
四
〇
〇
種
も
あ
り
、
大
部
分
は
熱
帯
ま
た
は
亜

熱
帯
に
分
布
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
ら
の
カ
キ

の
実
は
食
用
に
は
適
さ
ず
材
と
し
て
の
利
用
が
主
で
、

家
具
等
に
使
わ
れ
る
黒
檀
も
カ
キ
の
仲
間
だ
と
か
。

日
本
の
カ
キ
は
数
千
万
年
前
の
地
層
か
ら
も
化
石

が
発
見
さ
れ
、
氷
河
期
を
経
て
一
万
年
前
に
再
度
中

国
か
ら
伝
来
し
た
よ
う
で
す
。
奈
良
時
代
の
遺
跡
か

ら
は
野
生
種
で
は
な
く
栽
培
種
の
種
が
発
見
さ
れ
、

平
安
初
期
の

『

延
喜
式』

に
も
宮
中
の
果
樹
園
に
カ

キ
の
木
を
植
え
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
カ
キ
と
い
え
ば
渋
柿
と
甘
柿
が
あ
り
ま

す
が
、
完
全
な
甘
柿
は
日
本
に
し
か
な
い
そ
う
で
す
。

渋
柿
で
も
種
子
が
入
る
こ
と
、
あ
る
い
は
完
熟
す
る

こ
と
、
干
し
柿
に
す
る
こ
と
で
渋
が
抜
け
甘
く
な
り

ま
す
。
干
し
柿
は
江
戸
時
代
、
貴
重
な
現
金
収
入
源

で
、
現
在
も
長
野
県
は
干
し
柿
生
産
量
日
本
一
で
す
。

機
械
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
干
し
柿
の
皮
む
き
は
大

変
な
労
働
で
し
た
。
昼
間
に
集
め
た
柿
を
夜
に
隣
近

所
、
親
類
縁
者
が
集
ま
っ
て
皮
む
き
を
す
る
写
真
の
、

小
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
何
千
も
の
柿
は
圧

巻
で
す
。
一
升
ま
す
に
ぼ
た
餅
や
お
神
酒
を
入
れ
て

柿
の
山
の
上
に
の
せ
、
そ
の
ま
す
が
自
分
の
方
に
落

ち
る
よ
う
に
競
い
合
っ
て
皮
を
む
い
た
と
か
。
飯
田

各
地
の

｢

柿
む
き
歌｣

の
歌
詞
も
あ
り
ま
す
。

本
書
は
カ
キ
を
手
が
か
り
に
飯
田

(

伊
那
谷)

を

中
心
と
し
た
伝
統
的
な
風
俗
習
慣
、
文
化
を
紹
介
し

た
も
の
と
も
い
え
ま
す
。
例
え
ば
、
柿
の
実
か
ら
作

る
柿
酢
か
ら
す
し
の
歴
史
に
話
が
及
び
、
飯
田
地
方

の
押
し
ず
し
、
鯖
ず
し
、
さ
ら
に
は
御
幣
餅
ま
で
作

り
方
を
含
め
て
語
ら
れ
ま
す
。
同
じ
く
実
か
ら
取
れ

る
柿
渋
の
利
用
に
も
一
章
を
さ
い
て
お
り
、
塗
料

(

家
屋
、
食
器
、
農
具
、
団
扇
、
傘
な
ど)

、
染
料

(

渋
染
め)

、
渋
紙

(

小
紋
の
型
紙
な
ど)

、
日
本
酒

の
清
澄
剤

(

濁
り
を
タ
ン
ニ
ン
に
よ
り
沈
澱
さ
せ
る)

な
ど
、
生
活
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
の
詳
し
い
紹
介
の
ほ
か
、
飯
田
の
特
産
品

で
あ
る
水
引
や
元
結
の
紹
介
な
ど
、
話
題
は
尽
き
ま

せ
ん
。

材
と
し
て
の
柿
の
活
用
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
正
倉
院
の
御
物
も
厨
子
や
箱
な
ど
数
点
が

柿
材
だ
そ
う
で
す
。
柿
材
は
ほ
と
ん
ど
が
白
い
の
で

す
が
、
ま
れ
に
心
部
に
墨
絵
の
よ
う
な
黒
い
濃
淡
が

入
る
黒
柿
材
と
称
さ
れ
る
も
の
が
出
現
し
、
高
価
な

銘
木
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
物
の

｢

仮
作

黒
柿
長
方
机｣

は
天
板
が
檜
で
、
墨
を
塗
っ
て
黒
柿

材
に
似
せ
た
苦
心
作
だ
と
か
。
こ
こ
で
も
筆
者
の
筆

は
柿
か
ら
次
第
に
離
れ
、
木
の
比
重
、
色
合
い
、
埋

も
れ
木
、
香
木
、
床
柱
な
ど
多
方
面
へ
と
及
び
ま
す
。

最
後
の
章
は

｢

柿
と
生
活

(

く
ら
し)｣

、
柿
の
木
の

と
こ
ろ
に
二
人
で
行
き
、｢

成
ら
ぬ
と
切
る
ぞ｣

｢

成

り
ま
す｣

と
や
り
取
り
し
て
小
正
月
の
粥
を
木
に
塗

る
豊
作
祈
願
の

｢

成
木
責
め｣

や
、
木
に
感
謝
し
て

一
つ
だ
け
実
を
取
り
残
す

｢

木
守
り｣

な
ど
の
行
事
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か
ら
は
、
柿
を
大
切
に
す
る
人
々
の
心
が
し
の
ば
れ

ま
す
。

本
書
は
か
つ
て
の
柿
文
化
を
回
顧
す
る
だ
け
で
な

く
、
冷
凍
柿
や
柿
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
新
し
い
製
品
、

火
傷
や
し
も
や
け
の
治
癒
に
効
果
の
あ
る
柿
渋
を
化

粧
品
に
利
用
す
る
研
究
な
ど
、
現
代
に
生
き
る
活
用

法
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
筆
者
は
自
宅
に
国
産
の
木

材
を
使
用
し
、
自
作
の
柿
渋
を
塗
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
柿
を
植
え
、
熟
柿

漬
け

(

熟
柿
の
床
に
大
根
等
を
漬
け
る)
、
干
し
柿

の
焼
酎
漬
け
、
柿
の
葉
ず
し
、
柿
の
皮
茶
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
る
と
か
。
柿
の
木
の
あ
る
素
朴
な
が
ら
豊

か
な
生
活
を
想
像
し
な
が
ら
、
今
年
の
秋
は
せ
め
て

店
頭
に
並
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
柿
を
食
べ
て
み
た
い
と
思
っ

た
の
で
し
た
。

(

村む
ら

上か
み

か
お
り)

遠

客

近

客

(

関
西
館)

七
月
一
四
日

中
国
索
引
協
会
訪
日
団
二
九
名

七
月
二
三
日

ロ
シ
ア
・
大
阪
医
科
大
学
留
学
生
七

名
七
月
二
七
日

韓
国
中
央
研
究
院
一
〇
名
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
・

建
築
関
係
者
七
名

七
月
二
八
日

徳
島
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
学
校

司
書
部
一
七
名
、
北
京
大
学
三
名

八
月
三
日

私
立
短
期
大
学
図
書
館
中
国
・
四
国
地

区
協
議
会
一
六
名

八
月
一
六
日

千
葉
県
立
東
部
図
書
館
二
名

八
月
二
九
日

活
水
女
子
大
学
図
書
館
一
名

九
月
九
日

岐
阜
県
大
学
図
書
館
協
議
会
二
○
名

九
月
一
二
日

三
重
県
一
志
町
立
図
書
館
協
議
会
九

名
九
月
一
五
日

北
陸
公
共
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

推
進
協
議
会
五
名

九
月
二
六
日

下
松
市
立
図
書
館
一
○
名

九
月
二
七
日

滋
賀
県
東
浅
井
郡
図
書
館
連
絡
協
議

会
一
七
名

＊

＊

＊

七
月
〜
九
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
五
件

八
四
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

七
件
一
四
六

名
、
そ
の
他
七
件
一
五
三
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

(

国
際
子
ど
も
図
書
館)

七
月
七
日

セ
イ
エ
ド
・
ホ
セ
イ
ン
・
ヴ
ァ
ジ
リ
・

ヤ
ズ
デ
ィ
ー
氏

(

イ
ラ
ン
・
児
童
青
少
年
知
育
協

会
副
専
務
理
事)

一
行
三
名

七
月
一
三
日

船
橋
市
中
央
図
書
館
五
名

七
月
一
九
日

申
敬
淑
氏

(

韓
国
・
児
童
書
出
版
社

チ
ョ
バ
ン
代
表)

八
月
六
日

財
団
法
人
東
京
子
ど
も
図
書
館
三
名

八
月
一
一
日

船
橋
市
中
央
図
書
館
八
名

八
月
二
四
日

神
奈
川
県
県
央
地
区
公
共
図
書
館
連

絡
協
議
会
一
七
名

八
月
二
七
日

財
団
法
人
東
京
子
ど
も
図
書
館
九
名

九
月
四
日

T
h

e
T

h
a
ila

n
d

k
n

o
w

led
g

e
P

a
rk

一
三
名

九
月
二
〇
日

ド
ア
ン
ド
ゥ
ア
ン
・
ブ
ン
ニ
ャ
ウ
ォ

ン
氏

(

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国)

一
行
五
名

九
月
二
二
日

社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
二
名

＊

＊

＊

七
〜
九
月
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
一
六

件
二
八
〇
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

五
件

二
二
名
、
そ
の
他
五
二
件
五
三
五
名
の
見
学
・
参
観

を
行
っ
た
。
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見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

内
線
二
六
一
一
〇

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六



平
成
一
七
年
六
月
一
五
日
、
第
三
七
回
貴
重
書
等

指
定
委
員
会
を
開
催
し
、
国
立
国
会
図
書
館
貴
重
書

指
定
基
準
、
国
立
国
会
図
書
館
準
貴
重
書
等
指
定
基

準
に
基
づ
き
、
新
た
な
貴
重
書
お
よ
び
準
貴
重
書
を

指
定
し
た
。
貴
重
書
に
指
定
し
た
資
料
は
和
書
三
点
、

洋
書
四
点
、
準
貴
重
書
に
指
定
し
た
資
料
は
、
幕
末

か
ら
明
治
初
期
の
新
聞
・
雑
誌
三
七
点
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
平
成
一
七
年
六
月
現
在
、
当
委
員
会
が
指

定
し
た
資
料
の
累
計
は
、
貴
重
書
一
、
二
一
三
点
、

準
貴
重
書
七
八
一
点
と
な
っ
た
。
以
下
に
、
新
指
定

資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

〈

〉
内
は
当
館
請
求
記
号
。

＜

和
書
の
部＞

Ⅰ

貴
重
書

１

毛
詩

〈W
A

7-254

〉

鄭
氏
箋

[

慶
長
年
間(

一
五
九
六
〜
一
六
一
五)]

刊

古
活
字
版

二
〇
巻
一
〇
冊

大
き
さ
二
六
・

二
×
一
九
・
〇
㎝

書
名
は
内
題
に
よ
る

版
心
、

尾
題
同
じ

五
つ
目
綴

茶
色
改
装
表
紙

本
文
料

紙
楮

四
周
双
辺

有
界

郭
内
二
〇
・
五
×
一
六
・

〇
㎝

毎
半
葉
八
行

毎
行
一
七
字

註
小
字
双
行

漢
字

上
下
黒
口
花
魚
尾

巻
一
八
第
一
丁
落
丁

本
文
中
に
墨
書
、
朱
書
の
訓
点
書
入
有
り

(

墨
書
と

朱
書
は
手
が
異
な
る)

巻
五
第
一
丁
裏
墨
書

｢

�

鳴
三
章
章
四
句｣
巻
二
〇
第
二
〇
丁
表
補
写

(

江

戸
初
期
頃)

同
裏
墨
書

｢
庚
申
之
冬
閲
市
得
茲
書

／
繙
之
有
舊
訓
點
存
焉
雖
／
未
知
其
是
否
為
初
學
之

／
資
乎
／
武
陵
苦
李
斎
主
／
宮
城
長
隠
誌｣

印
記

｢

小
汀
文
庫｣

｢

小
汀
氏
蔵
書｣

｢

春
翠
文
庫｣

｢

育｣

｢

田
澗
中
和｣

｢

宮
孚
子
誠｣

『

毛
詩』

は

『

詩
経』

と
も
言
い
、
周
初
よ
り
春

秋
中
期
ま
で
の
時
代
に
詠
ま
れ
た
三
〇
五
編
の
詩
歌

を
収
め
た
中
国
最
古
の
詩
集
。
漢
初
の
毛も
う

亨こ
う

、
毛も
う

萇ち
ょ
うが
伝
え
た
こ
と
か
ら

｢

毛
詩｣

と
呼
ば
れ
る
。
本

書
は
後
漢
の
鄭
玄

(

一
二
七
〜
二
〇
〇)

が
注
を
付

し
た
こ
と
か
ら

｢

毛
詩
鄭
箋｣

、
ま
た
朱
子
の
注
釈

書

｢

新
注｣

に
対
し
て

｢

古
注｣

と
称
さ
れ
る
。
わ

が
国
に
は
奈
良
時
代
に
伝
来
し
た
。
刊
本
の
最
初
は

五
山
版
、
次
い
で
慶
長
年
間
に
古
活
字
版
が
刊
行
さ

れ
た
。『

毛
詩』

の
古
活
字
版
は
、
川
瀬
一
馬
氏
に

よ
れ
ば
第
一
種
本
、
第
二
種
本

(

イ
本
、
ロ
本)

、

無
注
本

(

鄭
玄
注
の
無
い
も
の)

の
三
種
類
に
分
類

さ
れ
る
が
、
指
定
本
は
第
二
種
ロ
本
に
相
当
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
種
イ
本
と
は
使
用
活
字
の
種
類
が
異

な
る
よ
う
で
あ
る
。
刊
行
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が

活
字
の
様
子
や
、
江
戸
初
期
頃
と
み
ら
れ
る
補
写
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
城
長
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新
指
定
貴
重
書
お
よ
び
準
貴
重
書
に
つ
い
て

第
三
七
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会



隠
(

経
歴
不
明

江
戸
時
代)

、
中
島
仁
之
助

(

一
八
六
九
〜
一
九
三
九)

、
小
汀
利
得

(

一
八
八
九

〜
一
九
七
二)

等
が
旧
蔵
。
同
版
は
京
都
大
学
図
書

館
、
東
洋
文
庫
等
で
所
蔵
す
る
。

２

平
家
物
語

(
写
真
１)

〈W
A

7-255

〉

[

慶
長
年
間

(

一
五
九
六
〜
一
六
一
五)]

刊

古

活
字
版

一
二
巻

(

付
灌
頂
巻)
一
二
冊

大
き
さ

二
八
・
二
×
二
一
・
〇
㎝

書
名
は
内
題
に
よ
る

表
紙
左
肩
薄
茶
色
地
書
題
簽

(

一
三
・
九
×
三
・
〇

㎝)

巻
第
一
二
最
終
丁
裏
刊
記

｢

下
村
時
房
刊
之｣

四
つ
目
綴

紺
色
地
後
補
表
紙

本
文
料
紙
楮

無

辺

無
界

毎
半
葉
一
〇
行

毎
行
約
一
七
字

字

高
二
二
・
〇
㎝

ひ
ら
が
な
漢
字
交
じ
り

墨
書
書

き
入
れ
、
貼
り
紙
あ
り

巻
第
二
と
第
九
の
み
は
裏

か
ら
墨
書
の
切
り
貼
り
多
数
あ
り

本
文
巻
第
二
の

章
題

｢

座
主
流｣

、
巻
第
八
の
章
題

｢

山
門
御
幸｣

欠

巻
第
三

｢

医
師
問
答｣

の
本
文

｢

岩
田
川
よ
り

別
し
て
熊
野
へ
悦
の
奉
弊
を｣

の
文
欠

巻
第
九
第

二
〇
丁
表

｢

御
田
八
郎｣

の

｢

御｣

欠

印
記
な
し

第
一
冊
表
紙
破
損

｢

平
家
物
語｣

は
、
わ
が
国
文
学
書
の
中
で
最
も

多
く
刊
行
さ
れ
た
本
の
一
つ
で
、
最
初
は
古
活
字
版

で
刊
行
さ
れ
た
。
古
活
字
版
に
は
、
十
行
平
仮
名
本
、

下
村
本
、
中
院
本
、
十
一
行
平
仮
名
本
、
単
辺
十
二

行
片
仮
名
本
、
付
訓
片
仮
名
本
等
合
計
一
二
種
類
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
指
定
本
は
下
村
本
。
最
終
巻
末

に

｢

下
村
時
房
刊
之｣

と
あ
る
こ
と
か
ら

｢

下
村
本

平
家
物
語｣

と
通
称
さ
れ
る
。
下
村
時
房
は
工
匠
な

ど
刊
行
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
物
と
み
ら
れ
る
が
経

歴
等
は
不
明
。
刊
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
年

の
研
究
で
活
字
の
版
下
が
角
倉
素
庵

(

一
五
七
一
〜

一
六
三
二)

の
書
と
い
わ
れ
て
お
り
、
慶
長
年
間
の

刊
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
指
定
本
は
改
装

表
紙
だ
が
、
伝
本
中
に
は
、
原
表
紙
に
い
わ
ゆ
る

｢

嵯
峨
本

(

光
悦
本)

謡
本｣

の
表
紙
と
同
じ
雲
母

摺
り
模
様
の
表
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、｢

嵯
峨
本
平
家
物
語｣

あ
る
い
は

｢

光
悦
本
平
家
物
語｣

と
も
通
称
さ
れ
る
。
下
村
本

は
内
閣
文
庫

(

三
本)

、
静
嘉
堂
文
庫

(

二
本)

、
天

理
図
書
館

(

二
本)

等
、
比
較
的
多
く
現
存
し
て
い

る
。
指
定
本
は
そ
の
う
ち
の
静
嘉
堂
文
庫
の
一
本
に

近
い
よ
う
で
あ
る
。
巻
二
と
九
に
、
刊
行
時
に
校
正
、

訂
正
し
た
と
思
わ
れ
る
多
く
の
切
り
貼
り
が
見
ら
れ

る
。
な
お
、
当
館
で
は
中
な
か
の

院い
ん

通み
ち

勝か
つ

(

一
五
五
六
〜

一
六
一
〇)

が
校
合
し
た
旨
の
刊
記
を
有
す
る
中
院

本

(

請
求
記
号

W
A

7-33)

も
所
蔵
す
る
。
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３

好
色
一
代
男

(

写
真
２)

〈W
A

9-10

〉

[

井
原
西
鶴]

著

菱
河
吉
兵
衛
師
宣
画

貞
享

元
年

(

一
六
八
四)

刊

刊
記

｢

貞
享
元
甲
子
暦
三

月
旬
／
大
和
繪
師
／
菱
河
吉
兵
衛
師
宣
／
日
本
橋
南

貮
町
目
川
瀬
石
町
／
川
崎
七
郎
兵
衛
板
行｣

(

八
巻

一
三
丁
裏)

落
月
庵
西
吟
跋

(

八
巻
一
四
丁)

八

巻
八
冊

大
き
さ
二
三
・
〇
×
一
六
・
五
㎝

書
名

は
目
録
題
に
よ
る

左
肩
刷
題
簽

(

四
周
双
辺

一
四
・
七
×
二
・
九
㎝)

｢

世
之
介
好
色
一
代
男

一

(

三)
(

五)
(

七)｣
｢

世
之
介
か
う
志
よ
く
一
代

男

二

(

四)
(

六)
(

八)｣

尾
題

｢

好
色
一
代

男

二

(

五)

之
終｣

柱
刻

｢

男
一

(

〜
八)

(

丁
数)｣

｢

男
一
ノ

一

(

二)
(

三)
(

四)｣
｢

男

三
之

三

(

四)
(

六)
(

八)
(

九)
(

十
三)

(

十
六)

｣
｢

男
三
ノ

五

(

七)
(

十
〜
十
二)

(

十
四)

(

十
五)｣

｢

男
四
ノ

一

(

〜
四)

(

七)

(

九
〜
十
二)

(

十
七)

(

十
八)

｣
｢

男
ノ
六

一

(

〜
四)｣

四
つ
目
綴

砥
粉
色
地
原
表
紙

四
周

単
辺

郭
内
一
九
・
八
×
一
四
・
〇
㎝

毎
半
葉

一
三
行

上
黒
口
上
下
花
魚
尾

挿
絵
全
五
四
図

印
記

｢

ア
カ
キ｣

(

巻
一
〜
八)

｢

よ
こ
山｣

(

巻
一)

｢

重｣
(

巻
八)

｢

小
出

(

？)

賄
方
改｣

(

巻
一
の
一

丁
表
、
最
終
丁
裏)

不
明
正
方
形
陰
刻
朱
印
一
種

(

巻
一
〜
八)

巻
五
の
三
丁
裏

(

黄)

、
六
丁
表

(

緑)

、
九
丁
表

(

丹
、
緑)

に
一
部
着
色
あ
り

部

分
的
に
シ
ミ
あ
り

巻
八
の
み
虫
損
補
修
あ
り

指
定
本
は

『

好
色
一
代
男』

の
江
戸
版
。
江
戸
版

は
、
天
和
二
年

(

一
六
八
二)

秋
に
大
坂
版
が
作
成

さ
れ
て
ま
も
な
く
、
貞
享
元
年

(

一
六
八
四)

に
刊

行
さ
れ
た
。
大
坂
版
は
著
者
井
原
西
鶴

(

一
六
四
二

〜
九
三)

自
ら
が
挿
絵
を
書
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、

江
戸
版
は
菱
河
師
宣

(

？
〜
一
六
九
四)

が
描
い
て

い
る
。『

好
色
一
代
男』

は
有
名
だ
が
伝
本
は
少
な

く
、
大
坂
版
の
完
本
は
一
〇
点
ほ
ど
。
当
館
で
は
再

刷
り
で
あ
る
秋
田
屋
市
兵
衛
版

(

請
求
記
号

W
A

9-3

八
巻
八
冊
、
巻
第
二
、
五
補
写)

を
所
蔵
す

る
。
江
戸
版
は
さ
ら
に
希
少
で
、
指
定
本
以
外
は
端

本
も
含
め
四
、
五
本
程
度
で
あ
る
。
江
戸
版
に
は
刊

行
順
に
次
の
三
種
類

(

版
木
は
踏
襲)

が
あ
る
。

(

一)

川
崎
版

(

刊
記
は
指
定
本
の
通
り)

(

二)

大

津
や
版

(

刊
記

｢

貞
享
四
丁
卯
暦
九
月
上
旬
／
大
和

繪
師
／
菱
河
吉
兵
衛
師
宣
／
日
本
橋
青
物
町
／
大
津

や
四
郎
兵
衛
板
行｣

天
理
図
書
館
蔵)

(

三)

万
屋

版

(

刊
記

｢

正
月
吉
旦
／
大
和
繪
師
／
菱
河
吉
兵
衛

師
宣
／
日
本
橋
南
詰
／
万
屋
清
兵
衛
板
行｣

大
英
図

書
館
蔵)

。
指
定
本
全
八
冊
は
、
巻
八
末
に
前
記
の

川
崎
版
の
刊
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
現
存
す
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る
唯
一
の
完
全
そ
ろ
い
の
川
崎
版
と
い
わ
れ
て
き
た
。

川
崎
版
は
ほ
か
に
は
天
理
図
書
館
で
二
点

(

巻
八
の

み
の
端
本
一
冊
本
と
、
巻
八
が
欠
け
て
い
る
七
巻
七

冊
本
。)

所
蔵
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
指
定

本
は
全
八
冊
の
う
ち
、
巻
八
の
み
に
多
く
の
虫
損
跡

が
み
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
巻
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
こ
と
、
巻
八
の
印
刷
は
か
な
り
鮮
明
だ
が
、
他

巻
は
刷
り
の
状
態
が
や
や
劣
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
巻

八
と
他
巻
と
は
後
か
ら
と
り
あ
わ
せ
た
可
能
性
が
高

い
。
さ
ら
に
、
指
定
本
巻
六
の
文
章
は
前
記
天
理
図

書
館
所
蔵
の
川
崎
版
と
は
一
致
せ
ず
、
天
理
図
書
館

所
蔵
の
大
津
や
版
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
も
含

め
て
、
今
後
さ
ら
に
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

〈
新
聞
・
雑
誌
の
部
〉

準
貴
重
書

１

明
六
雑
誌

一
〜
一
四
号

欠

三
〜
六
、
八

〜
一
三
号

東
京

明
六
社

五
冊

明
治
七
年

(

一
八
七
四)

三
月
〜
七
月
刊
。

〈W
B

42-6-4

〉

２

民
間
雑
誌

一
編

東
京

慶
応
義
塾
出
版
社

一
冊

明
治
七
年

(

一
八
七
四)

二
月
刊
。

〈W
B

42-7-6

〉

３

名
誉
新
誌

一
号
〜
二
二
号

欠

一
一
〜

一
六
、
二
〇
号

東
京

大
来
社

報
知
社

(

印
刷
・

発
売)

合
三
冊

明
治
九
年

(

一
八
七
六)

三
月

〜
一
二
月
二
八
日
刊
。

〈W
B

42-19-2

〉

４

西
洋
雜
誌

巻
一

江
戸

開
物
社

一
冊

[

慶
応
三
年
一
〇
月]

刊
。

〈W
B

42-32-2

〉

５

医
院
雑
誌

巻
一
〜
巻
一
一

欠

巻
七
、
九

東
京

東
京
医
学
校

合
六
冊

明
治
八
年

(

一
八
七
五)
一
一
月
〜
明
治
九
年

(

一
八
七
六)

一
二
月
刊
。

〈W
B

42-33

〉

医
院
雑
誌

巻
一
〜
巻
一
一

欠

巻
七
、
九

東
京

東
京
医
学
校

九
冊

明
治
八
年(

一
八
七
五)

一
一
月
〜
明
治
九
年

(

一
八
七
六)

一
二
月
刊
。

〈W
B

42-33-2

〉

６

海
外
雑
誌

初
集
巻
一
〜
初
集
巻
三

東
京

翰
林
堂

三
冊

明
治
六
年

(

一
八
七
三)

二
月
序

〜

[

六]

月
刊
。

〈W
B

42-34

〉

７

教
門
雑
誌

二
号

東
京

大
内
青
巒

一
冊

明
治
八
年

(

一
八
七
五)

六
月
刊
。

〈W
B

42-35

〉

８

講
学
余
談

一
号
〜
二
号

東
京

共
和
舎

合
一
冊

明
治
九
年

(

一
八
七
六)

二
月
序
〜

[

四]

月
刊
。

〈W
B

42-36

〉

９

新
塾
月
誌

一
号

[

東
京]

北
門
社

一

冊

明
治
二
年

(

一
八
六
九)

三
月
刊
。

〈W
B

42-37

〉

10

筑
摩
県
師
範
学
校
報
告

一
号

[

筑
摩
県]

筑
摩
県
師
範
学
校

一
冊

明
治
八
年

(

一
八
七
五)

六
月
刊
。

〈W
B

42-38

〉
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11

中
外
評
論

一
号
〜
二
八
号

東
京

集
思
社

合
九
冊

明
治
九
年

(

一
八
七
六)

八
月
〜
一
〇

月
刊
。

〈W
B

42-39

〉

中
外
評
論

一
号
〜
二
七
号

東
京

集
思
社

合
二
冊

明
治
九
年

(
一
八
七
六)

八
月
〜
一
〇

月
刊
。

〈W
B

42-39-2

〉

12

万
国
雑
話

一
号
〜
一
〇
号

欠

七
、
八
号

東
京

弘
容
館

合
一
冊

明
治
九
年(

一
八
七
六)

九
月
〜
一
一
月
刊
。

〈W
B

42-40

〉

13

万
国
雑
話

一
号
〜
五
号

欠

二
、
三
号

東
京

弘
容
館

三
冊

明
治
九
年

(

一
八
七
六)

九
月
〜
一
〇
月
刊
。

〈W
B

42-40-2

〉

14

評
論
新
説

一
号
〜
四
号

欠

三
号

東
京

伊
勢
屋
安
兵
衛

合
一
冊

明
治
七
年(

一
八
七
四)

九
月
〜
明
治
八
年

(

一
八
七
五)

三
月
刊
。

〈W
B

42-41

〉

15

文
園
雑
誌

一
輯
〜
五
冊

東
京

田
代
家
塾

五
冊

明
治
六
年

(

一
八
七
三)

六
月
序
〜
明
治

七
年

(

一
八
七
四)

二
月
序
刊
。

〈W
B

42-42

〉

16

文
園
雑
誌

三
冊

東
京

田
代
家
塾

一
冊

明
治
六
年

(

一
八
七
三)

一
二
月
序
刊
。

〈W
B

42-42-2

〉

17

報
四
叢
談

一
号
〜
一
七
号
、
一
五
号
附
録

欠

一
一
号
〜
一
五
号

東
京

報
知
社

合
四
冊

明
治
七
年

(

一
八
七
四)

八
月
〜
明
治
八
年

(
一
八
七
五)

九
月
刊
。

〈W
B

42-43

〉

18

報
国
新
誌

一
号

東
京

淡
山
社

一
冊

明
治
七
年

(
一
八
七
四)

八
月
刊
。

〈W
B

42-44

〉

19

三
田
演
説
筆
記

一
号

東
京

報
知
社

一

冊

明
治
八
年

(

一
八
七
五)
五
月
刊
。

〈W
B

42-45

〉

20

目
耕
余
録

九
号

東
京

吉
松
四
郎

[
ほ
か]

一
冊

明
治
八
年

(

一
八
七
五)

八
月
刊
。

〈W
B

42-46

〉

21

中
外
新
聞

二
号
〜
一
八
号

東
京

会
訳
社

一
七
冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

二
月
二
八
日

〜
四
月
二
七
日
刊
。

〈W
B

43-7-5

〉

22

内
外
新
報

一
号

東
京

海
軍
会
社

一
冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

四
月
一
〇
日
刊
。

〈W
B

43-16-4

〉

23

遠
近
新
聞

二
号
〜
五
号

東
京

遠
近
新
聞

社

合
一
冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

閏
四
月

一
三
日
〜
二
一
日
刊
。

〈W
B

43-19-2

〉

24

も
し
ほ
草

一
帙
〜
六
編

横
浜

ウ
エ
ン
リ
ー

ト

六
冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

閏
四
月
一
一

日
〜
二
五
日
刊
。

〈W
B

43-22-5

〉

25

そ
よ
ふ
く
風

一
号

東
京

詳
知
会
社

一

冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

五
月
一
日
刊
。
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〈W
B

43-30-4

〉

26

江
城
日
誌

前
、
一
〜
一
五

欠

四

京
都

村
上
勘
兵
衛

合
一
冊

[

慶
応
四
年(

一
八
六
八)

？]

〜
五
月
三
〇
日
刊
。

〈W
B

43-37-3

〉

27

江
城
日
誌

六
〜
一
五

欠

九
〜
一
一

東

京

和
泉
屋
市
兵
衛

七
冊

慶
応
四
年(

一
八
六
八)

五
月
一
七
日
〜
五
月
三
〇
日
刊
。

〈W
B

43-38-4

〉

28

鎮
将
府
日
誌

一

東
京

須
原
屋
茂
兵
衛

一
冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

八
月
刊
。

〈W
B

43-40-6

〉

29

東
巡
日
誌

一
〜
五
号

東
京

和
泉
屋
市
兵

衛

合
一
冊

明
治
一
年

(

一
八
六
八)

九
月
刊
。

〈W
B

43-43-6

〉

30

新
聞
雜
誌

一
号
〜
一
〇
八
号
、
一
〇
附
、

三
七
附
、
五
四
附
、
五
六
附
、
七
四
附
、
一
〇
六
附

欠

一
〇
、
一
九
、
二
〇
、
二
二
〜
二
五
、
三
一
、

四
三
〜
四
五
、
四
九
〜
五
三
、
五
八
〜
六
四
、
六
六

〜
七
一
、
七
五
〜
一
〇
一
、
一
〇
六
号

東
京

日

新
堂

五
八
冊

明
治
四
年

(

一
八
七
一)

五
月
〜

明
治
六
年

(

一
八
七
三)

六
月
刊
。〈W

B
43-56-7

〉

31

東
京
日
日
新
聞

九
五
七
号

東
京

日
報
社

一
冊

明
治
八
年

(

一
八
七
五)

三
月
一
三
日
刊
。

〈W
B

43-69-2

〉

32

郵
便
報
知
新
聞

二
七
号
〜
三
二
号

東
京

報
知
社

合
一
冊

明
治
五
年

(

一
八
七
二)

一
一

月
〜
明
治
六
年

(

一
八
七
三)

一
月
刊
。

〈W
B

43-70-3

〉

33

中
外
新
聞

一
〜
一
三

東
京

開
物
社

合

二
冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

二
月
二
四
日
〜
四

月
一
三
日
刊
。

〈W
B

43-92-4

〉

34

内
外
新
聞

一
号
〜
六
号

[

大
阪]

知
新

館

六
冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

閏
四
月
一
七

日
〜
五
月
二
三
日
刊
。

〈W
B

43-104-5

〉

35

鎮
台
日
誌

一
〜
一
二
号

京
都

村
上
勘
兵

衛

合
一
冊

慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

六
月
〜
七

月
刊
。

〈W
B

43-121-5

〉

36

大
阪
府
日
誌

三

京
都

山
城
屋
勘
介

一

冊

明
治
二
年

(

一
八
六
九)

三
月
刊
。

〈W
B

43-196

〉

37

湖
海
新
報

一
号
〜
一
四
号

東
京

参
同
社

合
一
冊

明
治
九
年

(

一
八
七
六)

三
月
〜
七
月

刊
。

〈W
B

43-197

〉

湖
海
新
報

二
号
〜
一
四
号

東
京

参
同
社

合
一
冊

明
治
九
年

(

一
八
七
六)

三
月
〜
七
月

刊
。

〈W
B

43-197-2

〉

(

貴
重
書
等
指
定
委
員
会)

＊
洋
書
の
部
は
三
五
頁
か
ら
始
ま
る
。
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日付) はローマのイエズス会文書館に二本､ 1610年報 (長崎発､ 1611年３月13日付)

はイエズス会文書館に二本､ トレド管区文書館に一本保管されている｡ 印刷本につい

ては最初から２年度分を合わせた要約版が刊行されており､ まず1612年にラテン語版

がフランスのドゥエイで刊行されている｡ 本書は1615年に刊行されたイタリア語版で､

前掲書２と同じバルトロメオ・ザネッティがローマで出版したものである｡

内容は､ 例年の布教活動報告に加え､ 末尾に ｢1610年１月６日に日本 (に来ている

ポルトガル) 船に生じた不幸な事件に関する報告｣ と題して､ 慶長14年12月12日長崎

沖においてポルトガル商船ノッサ・セニョーラ・ダ・グラサ号 (通称マードレ・デ・

デウス号) が有馬晴信の軍船との交戦の結果爆沈するに至った事件について言及した

文章が付されている｡ これは､ 1609年の年度報告の補遺として､ ロドゥリーゲス・ジ

ランによる日本年報の末尾に書き添えられたものである｡

４ セバスティアーノ・ヴィエイラ 『1613年イエズス会日本年報』 (1617)

Vieira, Sebastiano, 1573-1634. Lettera annua del Giappone dell'anno M.DC.XIII.

nella quale si raccontano molte cose d'edificatione, e martirij occorsi nella

persecutione di questo anno / scritta dal P. Sebastiano Vieira della

Compagnia di Giesu : al molto R. P. generale dell'istessa Compania. In

Roma, Per Bartolomeo Zannetti, 1617. 72p.; 16cm. (8vo) Signatures:

A-D8, E4 Cordier 273; Streit v. 5, 1164. <WA41-91>

著者のセバスティアーノ・ヴィエイラは､ ポルトガルのカストロ・ダイロ出身のイ

エズス会士｡ 1591年にイエズス会に入会､ 1601年には司祭に叙階され､ 翌年東洋に向っ

た｡ インド､ マカオを経て､ 1604年に来日､ 広島で助任司祭を務めた｡ その後マカオ

に戻り､ 再び来日して広島で上長として働いたが､ 徳川幕府の禁教令が実行され､ 1614

年にマカオに国外追放となった｡ ２年後日本に潜入したが､ 数年して再度マカオに戻

されている｡ 1623年にはイエズス会の日本管区代表としてローマに派遣され管区会議

に出席した｡ 1632年再び密かに日本に戻ったがまもなく逮捕され､ 1634年に殉教した｡

ヴィエイラは1613年度の日本年報 (1614年３月16日付､ 長崎発) をポルトガル語で

執筆しており､ 原文書はローマのイエズス会文書館に保管されている｡ 本書は1617年

にローマで前掲書２､ ３と同じバルトロメオ・ザネッティが刊行したイタリア語版で

ある｡ 内容は例年の記載様式にならった1613年の布教活動報告のほか､ ｢江戸で信仰を

公表して殺された28人のキリシタン｣ についての記述等もみられる｡

(貴重書等指定委員会)

＊和書の部､ 新聞・雑誌の部は､ それぞれ27頁､ 30頁から始まる｡
536号／2005⑪ 国立国会図書館月報― 33―



されている｡

出版者のルイジ・ザネッティ (c. 1560-1611) は､ ローマの印刷業者兼出版業者｡

祖父バルトロメオ (c. 1487-1550) の代から印刷業および出版業を営む一家の出身で､

ヴェネツィアに生まれ､ 父フランチェスコ (c. 1530-1591) とともにローマに移り住

んだ｡ ローマ学院付近に工房を構え､ ギリシア語のテキストなどを印刷した｡ 没後は

未亡人と兄弟が事業を引き継いだ｡ ザネッティ一族は､ 1580年代から1600年代の初め

にかけて､ イエズス会日本年報を複数出版している｡

２ ジョアン・ロドゥリーゲス・ジラン 『1606年イエズス会日本年報』 (1610)

Rodrigues Girao, Joao, 1558-1629. Lettera di Giappone dell'anno M.DC.VI. /

del P. Giouanni Rodriguez della Compagnia di Giesu. Al molto R. P.

Claudio Acquauiua generale della medesima religione. In Roma, nella

stamparia di Bartolomeo Zannetti, 1610. 88p.; 16cm. (8vo) Signatures:

a-e8, f4 Streit v. 5, 1076. <WA41-89>

著者のロドゥリーゲス・ジランは､ ポルトガル､ リスボン近くのアルコシェテ出身｡

1576年にイエズス会に入会､ 1583年にはインドへ渡り､ そこで司祭に叙階された｡ 1586

年に来日｡ 豊後､ 京都､ 長崎など､ 日本各地で活動した｡ 1603年からは準管区長の秘

書を務め､ 1604年度から1611年度まで､ 毎年日本年報を執筆している｡ 1614年の宣教

師国外追放によりマカオへ追われた後も､ 日本から入った報告をもとに日本年報の執

筆を続け､ 1629年10月15日にマカオで没した (没年を1633年とする研究書もある)｡ 最

も多くの日本年報を書いたイエズス会士であり､ 実質的に最後の日本年報となった1627

年３月31日付の1626年度報告も､ ジランの筆によるものである｡

本書はジランの著したイエズス会総長アクアヴィーヴァ宛1606年度日本年報を､ ロー

マで印刷したもの｡ しかし､ 原文書の所在は不明である｡ 出版者バルトロメオ・ザネッ

ティは前掲書１の出版者ルイジ・ザネッティの弟｡

３ ジョアン・ロドゥリーゲス・ジラン 『1609､ 1610年イエズス会日本年報』 (1615)

Rodrigues Girao, Joao, 1558‐1629. Lettera annua del Giappone del 1609 e 1610

/ scritta al M.R.P. Claudio Acquauiua generale della Compagnia di Giesu

dal P. Giouan Rodriguez Girano. In Roma, Appresso Bartolomeo

Zannetti, 1615. 147 p.; 16 cm. (8vo) Signatures: A-H8, I10 Cordier 268;

Streit v. 5, 1127. <WA41-90>

前掲書２と同じくイエズス会総長アクアヴィーヴァ宛にロドゥリーゲス・ジランの

著した日本年報｡ 原文書はポルトガル語で書かれ､ 1609年報 (長崎発､ 1610年３月15
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新指定貴重書および準貴重書について

第37回貴重書等指定委員会

＜洋書の部＞

貴重書

１ ガブリエル・デ・マトス 『1603年イエズス会日本年報』 (1605)

Matos, Gabriel de, 1572-1633. Lettera annua di Giappone del M.DC.III. / scritta

dal P. Gabriel de Matos al R. P. Claudio Acquauiua generale della

Compagnia di Giesu; con vna della Cina e delle Molucche. In Roma,

appresso Luigi Zannetti, 1605. 143p.; 16cm. (8vo) Signatures: A-I8

Cordier 249; Streit v.5, 1014. <WA41-88>

著者のガブリエル・デ・マトスは､ ポルト

ガルのヴィディゲイラ出身｡ 1588年にイエズ

ス会に入会､ 1596年にはインドに渡り､ その

地で司祭に叙階された｡ 1600年８月に来日し､

長崎を始め､ 筑前秋月､ 有馬など､ 日本各地

で宣教に従事した｡ 1612年から1613年にかけ

ては管区長の秘書､ 1613年末から1614年２月

までは京都の修道院長を務めた｡ キリシタン

禁制のため長崎に送られた後､ 日本管区代表

に選出され､ ローマに派遣された｡ 1618年､

再び東洋に向けてリスボンを発ち､ マカオの

コレジオの院長､ 日本､ 中国の巡察師を歴任

し､ 1633年にマカオで没した｡

本書は1603年当時､ 長崎の修練院の監事だっ

たマトスの著したイエズス会第五代総長クラ

ウディオ・アクアヴィーヴァ宛日本年報 (1603

年３月１日付､ 長崎発信) を､ ローマで印刷したものである (pp.3-108)｡ 巻末には他

のイエズス会士によるモルッカ諸島 (Luigi Fernandez執筆) や中国 (Diego Antunez

執筆) などの報告を含んでいる｡ 標題に1603年とあるが､ 内容は1602年度の報告であ

る｡ スペイン語で書かれた３月１日付の原文書が､ ローマのイエズス会文書館に保存
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社史・団体史等ご刊行に際してのお願い

国立国会図書館は､ 昭和23年の創立以来､ 国立国会図書館法に定められた

｢納本制度｣ により､ 国内の出版物を広く収集し､ 国政審議に役立て､ また

図書館資料として多くの方々に利用していただくとともに､ 文化財として永

く後世に残し伝えていく役割を担っております｡

納本制度により､ 立法・行政・司法の国の機関､ 地方公共団体､ 独立行政

法人等の出版物のほか､ 民間における出版物が納入されておりますが､ この

うち民間出版物､ 特に通常の流通ルートにのらない出版物については､ 出版

の事実の把握に困難な場合が多いため､ 納本までに時間がかかってしまうこ

とや､ 最悪の場合には納本漏れになってしまうケースも少なくありません｡

本年は太平洋戦争終結から60年目にあたります｡ 今後は､ 戦後に誕生した

企業や団体が次々に創立の節目の年を迎えることと思われます｡ つきまして

は､ これら企業・団体が､ 社史・団体史等を刊行される場合は､ ぜひ国立国

会図書館にご一報いただきますようお願いいたします｡ 当館からあらためて

納本に関するご案内をさせていただきます｡

戦後日本を支えた多くの企業・団体の歴史は､ 経営史､ 産業史の側面にと

どまらず､ 社会史､ 文化史の面からも貴重な資料です｡ ぜひ関係者の皆様の

ご理解とご協力を賜りますよう､ お願いいたします｡

また､ 既に社史・団体史を刊行され､ 国立国会図書館に所蔵が無いことを

お知りになった場合*にも､ ご連絡いただければ幸いです｡

本件に関する問い合わせ先

収集部国内資料課民間納本係

TEL 03-3581-2331 内線 24222 24223

E-mail nouhon@ndl.go.jp

(国立国会図書館 収集部)

――――――――――――――――――――――――――――――――――

＊国立国会図書館ホームページから NDL-OPACを検索いただきますと､ 国立国会図

書館における所蔵の有無が確かめられます｡ (→http://www.ndl.go.jp)
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全国新聞総合目録データベースでプランゲ文庫新聞の書誌情報の提供を開始

平成17年11月１日､ プランゲ

文庫の新聞の書誌情報を追加し､

提供を開始しました｡ 新たに追

加した書誌情報は16,962件､ 所

蔵情報は17,678件で､ 全国新聞

総合目録データベースに登載す

るデータの総数は､ 書誌情報が

37,032件､ 所蔵情報が53,760件

となります｡

プランゲ文庫は､ 第二次大戦

後の占領期に連合国最高司令官

総司令部 (GHQ/SCAP) が､

検閲のために収集していた我が

国の刊行物のコレクションで､

原本は現在､ 米国メリーランド

大学に収蔵されています｡ 当館

は平成４年からメリーランド大学と共同プロジェクトによるマイクロ化に着手し､ 成

果物のマイクロ資料を憲政資料室で閲覧に供しています｡

全国新聞総合目録データベースは､ 当館を含む全国の図書館､ 大学､ 新聞社など約

1,300機関が所蔵する新聞の所蔵情報を検索できる､ インターネット上のデータベース

システムです｡ 日本語の新聞だけでなく､ アルファベットの新聞も含み､ また新聞原

紙だけでなく､ マイクロ､ 縮刷版などの情報も登載し､ 新聞名､ 出版年､ 出版国､ 所

蔵機関名､ 機関の所在地などから検索ができます｡

プランゲ文庫の検索は､ 冊子目録と館内 OPACに限定されていましたが､ このたび

の提供開始によってインターネットでの検索も可能になりました｡ 当時の刊行物は当

館未所蔵のものが多く､ 今後の利用の増加が期待されます｡

アクセス方法

URL http://sinbun.ndl.go.jp/

または国立国会図書館ホームページ (http://www.ndl.go.jp/) の ｢資料の検索｣ →

｢総合目録｣ の ｢全国新聞総合目録データベース｣ を選択してください｡

(主題情報部新聞課)

536号／2005⑪ 国立国会図書館月報― 37―

� � � �

全国新聞総合データベース画面



いく上では､ ｢深層ウェブ｣ については､ 発信者からインターネット経由で送信を受け

たり､ 場合によっては CD-ROMなどの電子メディアで送付してもらうしくみも必要

です｡

ウェブサイトの集め方には､ 当館が現在行っているWARP (インターネット資源

選択的蓄積実験事業) のように､ ウェブサイトを一定の基準に従って選択して収集す

る方法と､ 選択しないでまとめて集める､ 包括的な収集方法があります｡ ウェブサイ

トのコンテンツ量は年々膨大になり､ 選択的収集だけではウェブサイトを後世に残す

ことが困難な状況になってきました｡ 最近では､ 2005年７月にデンマークで施行され

たウェブアーカイブに関する法律のように､ 国立図書館が包括的収集によってウェブ

サイトの収集ができる法制度の確立を､ 世界各国が目指しています｡

��������	
��
�������

当館は ｢国立国会図書館電子図書館中期計画2004｣ において､ デジタルアーカイブ

構築の重要な柱の一つとして､ ウェブアーカイブを位置付けています｡

2004年12月に納本制度審議会からウェブ情報のような ｢ネットワーク系電子出版物｣

の収集は､ 納本制度とは別の ｢制度｣ を組み立てる必要があるという答申がありまし

た｡ それを受け､ 当館では館内にウェブアーカイブ制度化推進本部を設けて検討を進

め､ ｢インターネット情報の収集・利用に関する制度化の基本方針｣ をまとめました

(意見募集を経て､ 2005年６月改訂 (http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/internet_view.

html 参照))｡ 現在当館では､ この ｢基本方針｣ にそって法制化に対する準備を進め､

法制度による日本のウェブサイト収集の早期実施を目指しています｡ 収集クローラに

よる包括的収集の対象は､ 公共性の高い機関 (国および地方公共団体ならびに独立行

政法人､ 大学等高等教育機関､ 小中高等学校､ 会社以外の団体や研究所等) のウェブ

サイトを予定しています｡ 日本のウェブサイト全てを収集するのではありませんが､

１回の包括的自動収集で５テラバイト程度のコンテンツ量になると想定しています

(WARP収集データ１年分の５～10倍程度の量です)｡

ウェブアーカイブの制度の実施にあたっては､ ウェブサイトでの情報発信の特性を

考えて､ ｢収集の拒否｣ や収集後の ｢消去の申出｣ を認めるなど､ 発信者､ 著作者､ 著

作権者側に配慮したものとします｡ 包括的収集を行ったウェブサイトの公開はシステ

ム環境が整う予定の平成20年度頃を想定しています｡ また包括的収集では収集できな

いイベントサイト､ 電子雑誌等については､ WARPにより継続して選択的に収集す

る予定です｡

国際的には､ 米国議会図書館をはじめ12の国立図書館等が参加するウェブアーカイ

ブ構築のためのコンソーシアムである IIPC (International Internet

Preservation Consortium) という協力体制により､ ウェブアーカイ

ブに係る課題解決に向けた取組みがなされています｡ 当館では､ 今後､

IIPC等国際機関や各国の国立図書館などと協力し､ 日本の情報を発

信するなどして､ 世界に貢献することも視野にいれています｡

(関西館事業部電子図書館課ネットワーク情報係 柴
しば

田
た

昌
まさ

樹
き

)
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ウェブサイト

の収集・保存
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日本のインターネット情報資源のコンテンツ量は､ 2005年３月時点で約19テラバイト

(フロッピーディスクにして約1,300万枚) で､ 毎年数テラバイト単位の増加があると

推定されます (平成16年度当館調査結果)｡ 一方､ １年後にはサイトそのものが４割程

度削除､ あるいは同じアドレスのウェブサイトでも他のものに代わっているという状

況があります(OCLC (Online Computer Library Center, Inc) 1999～2002年調査結果)｡

情報伝達の手段として図書とウェブサイトの情報を､ 発信と保存の側面から比較し

てみましょう｡ 図書の場合は出版に多大な経費と労力がかかるのに比べて､ ウェブ情

報の場合は誰でも容易に発信者になることができます｡ ところが､ 図書ならば出版し

た図書全てを焼却でもしない限り ｢情報の消滅｣ はありませんが､ ウェブ情報ではコ

ンピュータの操作ひとつで簡単に消えてしまいます｡

このような性質をもつウェブサイトを保存する行為をウェブアーカイブと呼んでい

ますが､ これによってその時代を語る貴重な情報を後世に伝えることができます｡

��������������������� �

ウェブアーカイブに必要な技術にはどのようなものがあるでしょう｡ 収集するため

のクローラというプログラムにより､ 多数のウェブサイトにアクセスしリンクをたど

り､ ウェブサイトを構成するファイルを次々とダウンロードする自動収集の技術､ 大

規模な収集データを検索する技術､ 収集したウェブサイトを再現して公開する技術な

どがあげられます｡ この収集クローラは､ 検索サイトのように探すキーワードに応じ

て異なる結果画面を表示するといった､ 発信サーバ側のプログラムから動的に作られ

るウェブ情報の収集は不得手です｡ 収集クローラにより自動収集できないものを ｢深

層ウェブ｣､ できるものを ｢表層ウェブ｣ と呼んでいます｡ ウェブアーカイブを行って

電子図書館サービスのページ
!"#$%&#$'(#$

第14回

【連載目次】

国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)

一次資料の電子的提供 (524～527号)

ウェブ・アーカイブと提供 (528号)

資料に到達するための情報 (529～531号)

ホームページ (532号)

レファレンス協同データベース事業 (533号)

電子情報の保存と利用保証 (534号)

電子図書館サービスの目標と今後 (535号)

・ウェブサイトの収集・保存 (本号)

・デジタル資源を著作単位で収集・保存する (次号)

・情報資源に関する情報の充実：ナレッジデータベース

・デジタルアーカイブポータル
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第140回常設展示 明治の息吹 ―漫画・諷刺画から―

平成17年11月17日～平成18年１月17日

日本の漫画※の歴史は古く､ 法隆寺金堂の天井や正倉院に残る古文書の中にも戯画

を見ることができます｡ また日本最古の漫画とされる､ 平安時代の 『鳥獣人物戯画』

のように､ 絵巻として残っているものも少なくありません｡ しかし､ そのほとんどが

肉筆画であったため､ 広く庶民の目にふれるということはありませんでした｡ それが､

18世紀初頭には ｢鳥羽絵｣ という誇張やデフォルメを用いて日常をおもしろおかしく

描いた墨書き漫画が広く人気を博し､ 江戸期以降の木版技術の発達も追い風となって､

漫画は庶民にも浸透していきます｡

そんな漫画が新たな展開を見せるのが､

幕末から明治期にかけての､ 漫画・諷刺

画の流行です｡ 開国､ 倒幕､ 文明開化な

ど､ ダイナミックに躍動する時代を背景

に､ 漫画が一つの表現形態として脚光を

浴び､ 西洋の風を取り入れて多様化して

いきました｡

この時期の日本の漫画史に最も大きな

影響を与えたのは､ 1862年に横浜居留地

で発行された THE JAPAN PUNCH

だと言えるでしょう｡ これは､ イギリス

から The Illustrated London Newsの

特派員として来日していたチャールズ・

ワーグマンが､ 母国の諷刺漫画雑誌

PUNCHをまねて創刊した日本最初の欧文雑誌です｡ また､ 日本美術を学ぶため来日

していたフランス人画家ビゴーも､ 当時の日本と日本人を描いた批判精神旺盛な作品

を多く残しました｡ これらは現在でも当時の日本の様子を知ることのできる貴重な資

料となっています｡ 彼らの影響により､ THE JAPAN PUNCHのタイトルをもじっ

た日本最初の漫画雑誌 『絵新聞日本地』 (当館未所蔵) や､ 時局諷刺雑誌 『團團珍聞』

などが次々に創刊され､ 小林清親や北沢楽天など多くの画家が当時の政治・外交から

民衆の風俗に至るまでの様々な事柄を競って描くようになりました｡

今回の展示では､ 幕末から明治期にかけての近代の漫画・諷刺画の潮流をなぞりつ

つ､ 当時の日本の政治・文化の息吹を伝える資料をご覧いただきます｡

激動の時代を､ 写真や文章ではない､ 漫画・諷刺画の視点から覗いてみませんか｡

※ここでいう漫画はいわゆるカリカチュア ｢事物を簡略な筆致で誇張し､ また滑稽化して描い

た絵｣ (『大辞林』 より) を指します｡ 戯画､ 諷刺画もほぼ同義｡
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休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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